
Ⓒ日本記者クラブ 20262026年3月10日第673号

日本記者クラブ会報日本記者クラブ会報
公益社団法人　日本記者クラブ　〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　日本プレスセンタービル　TEL. 03-3503-2722　https://www.jnpc.or.jp/

　
朝
、
地
下
鉄
の
改
札
を
抜
け
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
通
じ
る
地
下
街
に
入
る
と
、
し
ょ
う
ゆ
と
削
り
節
の
香

り
が
漂
う
。
し
ば
ら
く
行
く
と
豆
板
醤
の
刺
激
に
な
る
。
こ

の
あ
た
り
の
飲
食
店
は
昼
ど
き
に
は
長
い
行
列
の
賑
わ
い
に

な
る
。
そ
の
準
備
が
静
か
に
進
む
の
を
見
る
と
、
何
だ
か
わ

く
わ
く
す
る
。
そ
れ
は
多
分
、記
者
会
見
で
も
同
じ
こ
と
だ
。

　
会
見
の
前
、
ゲ
ス
ト
を
案
内
す
る
控
室
に
足
を
踏
み
入
れ

る
と
、
ゲ
ス
ト
の
ソ
フ
ァ
の
前
の
円
卓
に
サ
イ
ン
ブ
ッ
ク
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ス
ト
が
以
前
に
も
登
壇
し
て
い
る
と

き
は
、
過
去
の
揮
毫
が
参
考
用
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。
向
か

い
側
の
司
会
者
の
席
の
前
に
は
、
会
見
の
進
行
表
が
端
然
と

置
か
れ
て
い
る
。
ゲ
ス
ト
の
紹
介
部
分
は
網
が
け
に
な
っ
て

い
て
、
時
に
ゲ
ス
ト
と
司
会
者
が
最
終
確
認
す
る
。
防
弾
ガ

ラ
ス
に
守
ら
れ
た
控
室
は
静
か
な
た
た
ず
ま
い
の
ま
ま
、
ゲ

ス
ト
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
。

　
10
階
ホ
ー
ル
に
は
お
な
じ
み
の
緑
の
緞
帳
が
下
が
り
、
せ

り
上
が
り
の
ス
テ
ー
ジ
上
に
ゲ
ス
ト
と
司
会
者
の
机
が
用
意

さ
れ
、
赤
銅
色
の
落
ち
着
い
た
ク
ロ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
。

机
と
椅
子
は
参
加
の
申
し
込
み
数
に
よ
っ
て
、
数
と
形
を
変

え
て
並
べ
ら
れ
る
。２
０
０
人
以
上
を
収
容
で
き
る
も
の
の
、

最
近
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
の
方
が
多
い
こ
と
が
通
例
と
な

り
、
可
動
式
の
壁
に
よ
っ
て
３
分
割
で
き
る
ホ
ー
ル
の
真
ん

中
だ
け
使
っ
て
記
者
会
見
を
開
く
こ
と
が
増
え
た
。
で
も
、

き
ょ
う
は
目
い
っ
ぱ
い
だ
。
記
者
席
は
埋
ま
り
、
前
に
は
ス

チ
ル
、
後
方
に
は
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
が
並
ぶ
は
ず
だ
。

　
そ
し
て
２
月
25
日
午
後
、
冬
季
五
輪
を
沸
か
し
た
金
メ
ダ

リ
ス
ト
ペ
ア
が
登
壇
し
た
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

準
備
の
整
う
会
場
の
わ
く
わ
く

賑
わ
い
を
静
か
に
待
ち
な
が
ら

金 ミラノ・コルティナ冬季五輪のフィギュアスケートペア・フリーで演技する三浦璃来（上）、
木原龍一組＝２月16日、イタリア・ミラノ� 撮影：横山　純太郎（共同通信社写真部）
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今 月のクラブゲスト

ミラノ・コルティナ冬季五輪 
フィギュアスケートペア金メダリスト

三
み

浦
うら

 璃
り

来
く

さん 

木
き

原
はら

 龍
りゅう

一
いち

さん 

■２・25／出席：会137人、オ47人／司会：森田景史委員

P
プラミラ

ramila P
パッテン

attenさん 紛争下の性的暴力担当
国連事務総長特別代表

　「紛争下の性的暴力に関する年
次報告書では2024年に4600件以上
の性的暴力の事例が記録された。
前年比で25％増、18歳未満の被害
は35％増と危機的な状況だった。
このデータは氷山の一角に過ぎな
い」「性的暴力は最も安価で効果的
な兵器として利用されている」

■１・27／出席：会13人、オ17人／司会：井田香奈子委員／
通訳：池田薫さん

阿
あ

部
べ

 守
しゅ

一
いち

さん 全国知事会会長

　「人口減少は地方の創意工夫で
何とかするものではない。政府が
責任をもち、対処療法ではなく戦
略的に対応してほしい」「社会経済
の大変革期にあって価値観やパラ
ダイムの転換を伴う長期的な国家
ビジョンが必要。『社会の基本設計
（OS）』のアップデートが不可欠だ」

■１・29／出席：会22人、オ48人／「人口減少時代を生きる」⑦
社会の基本設計（OS）をアップデートする／司会：小林伸年委員

永
なが

濱
はま

 利
とし

廣
ひろ

さん 第一生命経済研究所首席エコノミスト

　「今年はインフレが落ち着き、
実質賃金が安定的にプラスになる
だろう。結果的に家計の購買力が
回復し、個人消費は去年よりも期
待できる」「設備投資も堅調にいく
と、経済成長率も１％弱くらいに
なる」「そんなに明確に円安、円高
が進むとは思えない」

■１・30／出席：会37人、オ53人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」②／司会：吉村英輝委員

小
こ

井
い

土
ど

 彰
あき

宏
ひろ

さん 亜細亜大学教授

　「日本の移民政策をみてくると、
国際移動する人たちの視点を持た
ない、管理という考えで貫かれて
きたといえる」「スペインは大規模
に移民を受け入れ、経済成長を続
けている。これは官庁やNPOな
ど皆で移民政策を議論できる場を
設定したのが大きい」

■２・３／出席：会21人、オ48人／「人口減少時代を生きる」 ⑧
日本の移民政策－何が欠落してきたのか？／司会：小林伸年委員

宮
みや

本
もと

 弘
ひろ

暁
あき

さん 一橋大学教授

　「今の日本では財政出動しても
経済成長につながらない可能性が
ある」「人口構造の変化、テクノロ
ジーの進歩、グリーン（脱炭素）化
など、経済・社会を取り巻くメガ
トレンドの変化を考慮したグラン
ドデザインが必要」「それに対応す
るには労働市場の流動化も必要だ」

■２・13／出席：会20人、オ42人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」④／司会：奥村茂三郎委員

吉
よし

井
い

 弘
ひろ

和
かず

さん VOLVE代表取締役、慶應義塾大学准教授

　コンサルティング会社と国家公
務員の経験をもとに、官から民、
民から官への越境転職を支援す
る。「官と民を行き来するリボルビ
ング（回転）ドア型のキャリアはあ
るべき論が中心だったが、もはや
トレンドは現実のもの。これを前
提とした議論が必要ではないか」

■２・17／出席：会９人、オ39人／「人口減少時代を生きる」
⑨ キャリア官僚はなぜ辞めるのか～有為な人材を生かす回転
ドア社会実現を／司会：小林伸年委員

鈴
すず

木
き

 康
やす

友
とも

さん 静岡県知事

　全国知事会は昨年７月、外国人
の受け入れと多文化共生社会の実
現に国が責任をもって取り組むよ
う要請した。「日本は外国人を受
け入れるかどうかの方針がはっき
りしない。受け入れるならきちん
と基本法をつくり、司令塔となる
組織をつくることが必要だ」

■２・18／出席：会18人、オ38人／「人口減少時代を生きる」
⑩静岡県の多文化共生の取り組み／司会：小林伸年委員

＊下記のゲストの会見リポートは４～７ページに掲載しています

今月のゲストの皆さん
ゲスト全員の会見リポートは右のQRコードを開きウェブ
サイトで読めます。出席欄の「会」は会場、「オ」はオンラ
インの参加人数です。

坂
さか

口
ぐち

 安
あ

紀
き

さん アジア経済研究所主任研究員

■１・27／出席：会21、オ53人／「ベネズエラ：マドゥロ拘
束劇の背景と今後の展望」／司会：杉田弘毅委員

セイコウ・イシカワさん 駐日ベネズエラ大使

■２・４／出席：会65人、オ59人／司会：江木慎吾専務理事・
事務局長／通訳：丸山啓子さん

柯
カ

 隆
リュウ

さん 東京財団主席研究員

■２・12／出席：会30人、オ57人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」③／司会：高橋哲史委員

森
もり

 聡
さとる

さん 慶應義塾大学教授

■２・13／出席：会18人、オ58人／「トランプ2.0」⑮／司会：
杉田弘毅委員

門
もん

間
ま

 一
かず

夫
お

さん みずほリサーチ&テクノロジーズ 
エグゼクティブエコノミスト  

■２・16／出席：会26人、オ50人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」⑤／司会：石原淳子委員

林
はやし

 伴
とも

子
こ

さん 景気循環学会副会長（前内閣府政策統括官）

■２・18／出席：会20人、オ30人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」⑥／司会：奥村茂三郎委員
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い
く
つ
も
の
記
者
会
見
に
出
る
と
、
同

じ
事
柄
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
の
に
、
全

く
違
う
見
解
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
立
場

が
変
わ
れ
ば
も
の
の
見
方
も
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
、
多
角
的
な
も
の
の
見
方
を
学

べ
る
記
者
会
見
の
妙
味
で
も
あ
る
。た
だ
、

二
つ
の
す
れ
違
う
見
方
を
前
に
、
さ
て
、

自
分
と
し
て
は
ど
ち
ら
に
よ
り
重
き
を
置

く
べ
き
な
の
か
と
悩
む
こ
と
に
も
な
る
。

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
め
ぐ
る
二
つ
の
記
者
会

見
は
、
そ
の
典
型
の
よ
う
だ
っ
た
。
１
月

27
日
に
は
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
主
任
研
究

員
の
坂
口
安
紀
さ
ん
、
２
月
４
日
に
は
駐

日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
の
セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ

カ
ワ
さ
ん
が
登
壇
し
た
。
詳
し
く
は
会
見

リ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
二

つ
の
記
者
会
見
で
は
二
つ
の
世
論
調
査
の

結
果
が
披
歴
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果

は
全
く
か
み
合
わ
な
い
も
の
と
言
っ
て
よ

か
っ
た
。
か
み
合
わ
な
い
ど
こ
ろ
か
矛
盾

す
る
内
容
に
つ
い
て
、
記
者
か
ら
当
然
、

質
問
が
あ
っ
た
。
記
者
会
見
の
中
身
も
、

ま
っ
た
く
位
相
の
異
な
る
も
の
に
な
っ

た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
民
が
何
を
望
ん
で
い

る
の
か
、
迷
路
に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
思

い
が
し
た
。

　
相
反
す
る
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
同
じ
よ

う
な
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
い
て
も
、
現
状

分
析
や
将
来
の
見
立
て
が
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
も
あ
る
。
年
初
の「
経
済
見
通
し
」

を
今
年
か
ら
衣
替
え
し
た「
経
済
展
望
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
違
っ
た
見
方
に
こ
そ
味
わ

い
が
に
じ
む
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ス
ト
が
、
デ
ー
タ
を

基
に
緻
密
な
分
析
を
重
ね
、
大
き
な
流
れ

を
論
じ
て
く
れ
る
。
経
済
の
知
識
が
乏
し

い
ま
ま
、
す
で
に
記
者
で
な
く
な
っ
た
身

に
は
、
難
し
い
中
に
も
目
を
啓
か
さ
れ
る

思
い
が
毎
回
あ
っ
た
。

　
シ
リ
ー
ズ
は
６
回
を
数
え
た
。
東
京
財

団
主
席
研
究
員
の
柯
隆
さ
ん
は
１
月
26
日

に
会
見
を
予
定
し
て
い
た
が
、
衆
院
選
を

前
に
し
た
党
首
討
論
会
が
急
に
同
日
に
設

定
さ
れ
た
た
め
、２
月
に
延
期
と
な
っ
た
。

直
前
の
日
程
変
更
に
も
快
く
応
じ
て
も
ら

っ
た
。
資
料
を
参
照
す
る
こ
と
な
く
経
済

デ
ー
タ
を
そ
ら
ん
じ
、
笑
い
を
誘
う
語
り

も
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
世
界
を
混
乱

の
渦
に
巻
き
込
ん
で
始
ま
っ
た
年
で
も
あ

り
、
久
し
ぶ
り
に「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」

の
シ
リ
ー
ズ
に
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
森

聡
さ
ん
を
迎
え
た
。
米
国
の
変
質
と
、
日

本
の
と
る
べ
き
道
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む

会
見
に
な
っ
た
。

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪 

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ペ
ア
登
壇

　
ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
五
輪
は
日
本
時

間
の
2３
日
に
閉
幕
し
た
。
時
差
の
関
係
も

あ
り
、
ラ
イ
ブ
で
テ
レ
ビ
観
戦
し
た
競
技

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、
日
本
選
手
の
活

躍
は
連
日
、
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。
選
手

団
が
24
日
に
帰
国
、
25
日
に「
り
く
り
ゅ

う
」の
三
浦
璃
来
さ
ん
、
木
原
龍
一
さ
ん

の
金
メ
ダ
ル
ペ
ア
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
宮
内
正
英
・
企
画
委
員
の
骨
折
り
と

事
務
局
の
担
当
の
連
携
が
実
を
結
び
、
タ

イ
ミ
ン
グ
の
よ
い
記
者
会
見
に
な
っ
た
。

　
大
き
な
ト
ラ
ン
ク
を
引
い
て
、
２
人
は

会
場
ま
で
来
た
。
恒
例
の
ゲ
ス
ト
の
サ
イ

ン
ブ
ッ
ク
の
一
言
を
何
に
す
る
か
悩
ん
で

い
た
が
、
ふ
と
三
浦
さ
ん
が「
あ
き
ら
め

な
い
」と
口
に
し
て
、
そ
れ
で
決
ま
っ
た
。

大
き
な「
あ
き
ら
め
な
い
」の
下
に
、
小

さ
く
２
人
の
名
前
が
並
ん
だ
。

　
金
メ
ダ
ル
会
見
が
楽
し
い
も
の
に
な
ら

な
い
は
ず
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
な
に
よ

り
、
質
問
へ
の
２
人
の
ま
っ
す
ぐ
な
、
し

み
込
ん
で
く
る
よ
う
な
回
答
が
あ
っ
た
。

森
田
景
史
・
企
画
委
員
の
温
か
い
司
会
も

加
わ
り
、
出
席
し
た
人
を
笑
顔
に
す
る
記

者
会
見
に
な
っ
た
。�

（
江
木
）

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
・
経
済
展
望

異
な
る
見
方
・
異
な
る
見
立
て
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今 月のクラブゲスト

ミラノ・コルティナ冬季五輪 
フィギュアスケートペア金メダリスト

三
み

浦
うら

 璃
り

来
く

さん 

木
き

原
はら

 龍
りゅう

一
いち

さん 

■２・25／出席：会137人、オ47人／司会：森田景史委員

P
プラミラ

ramila P
パッテン

attenさん 紛争下の性的暴力担当
国連事務総長特別代表

　「紛争下の性的暴力に関する年
次報告書では2024年に4600件以上
の性的暴力の事例が記録された。
前年比で25％増、18歳未満の被害
は35％増と危機的な状況だった。
このデータは氷山の一角に過ぎな
い」「性的暴力は最も安価で効果的
な兵器として利用されている」

■１・27／出席：会13人、オ17人／司会：井田香奈子委員／
通訳：池田薫さん

阿
あ

部
べ

 守
しゅ

一
いち

さん 全国知事会会長

　「人口減少は地方の創意工夫で
何とかするものではない。政府が
責任をもち、対処療法ではなく戦
略的に対応してほしい」「社会経済
の大変革期にあって価値観やパラ
ダイムの転換を伴う長期的な国家
ビジョンが必要。『社会の基本設計
（OS）』のアップデートが不可欠だ」

■１・29／出席：会22人、オ48人／「人口減少時代を生きる」⑦
社会の基本設計（OS）をアップデートする／司会：小林伸年委員

永
なが

濱
はま

 利
とし

廣
ひろ

さん 第一生命経済研究所首席エコノミスト

　「今年はインフレが落ち着き、
実質賃金が安定的にプラスになる
だろう。結果的に家計の購買力が
回復し、個人消費は去年よりも期
待できる」「設備投資も堅調にいく
と、経済成長率も１％弱くらいに
なる」「そんなに明確に円安、円高
が進むとは思えない」

■１・30／出席：会37人、オ53人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」②／司会：吉村英輝委員

小
こ

井
い

土
ど

 彰
あき

宏
ひろ

さん 亜細亜大学教授

　「日本の移民政策をみてくると、
国際移動する人たちの視点を持た
ない、管理という考えで貫かれて
きたといえる」「スペインは大規模
に移民を受け入れ、経済成長を続
けている。これは官庁やNPOな
ど皆で移民政策を議論できる場を
設定したのが大きい」

■２・３／出席：会21人、オ48人／「人口減少時代を生きる」 ⑧
日本の移民政策－何が欠落してきたのか？／司会：小林伸年委員

宮
みや

本
もと

 弘
ひろ

暁
あき

さん 一橋大学教授

　「今の日本では財政出動しても
経済成長につながらない可能性が
ある」「人口構造の変化、テクノロ
ジーの進歩、グリーン（脱炭素）化
など、経済・社会を取り巻くメガ
トレンドの変化を考慮したグラン
ドデザインが必要」「それに対応す
るには労働市場の流動化も必要だ」

■２・13／出席：会20人、オ42人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」④／司会：奥村茂三郎委員

吉
よし

井
い

 弘
ひろ

和
かず

さん VOLVE代表取締役、慶應義塾大学准教授

　コンサルティング会社と国家公
務員の経験をもとに、官から民、
民から官への越境転職を支援す
る。「官と民を行き来するリボルビ
ング（回転）ドア型のキャリアはあ
るべき論が中心だったが、もはや
トレンドは現実のもの。これを前
提とした議論が必要ではないか」

■２・17／出席：会９人、オ39人／「人口減少時代を生きる」
⑨ キャリア官僚はなぜ辞めるのか～有為な人材を生かす回転
ドア社会実現を／司会：小林伸年委員

鈴
すず

木
き

 康
やす

友
とも

さん 静岡県知事

　全国知事会は昨年７月、外国人
の受け入れと多文化共生社会の実
現に国が責任をもって取り組むよ
う要請した。「日本は外国人を受
け入れるかどうかの方針がはっき
りしない。受け入れるならきちん
と基本法をつくり、司令塔となる
組織をつくることが必要だ」

■２・18／出席：会18人、オ38人／「人口減少時代を生きる」
⑩静岡県の多文化共生の取り組み／司会：小林伸年委員

＊下記のゲストの会見リポートは４～７ページに掲載しています

今月のゲストの皆さん
ゲスト全員の会見リポートは右のQRコードを開きウェブ
サイトで読めます。出席欄の「会」は会場、「オ」はオンラ
インの参加人数です。

坂
さか

口
ぐち

 安
あ

紀
き

さん アジア経済研究所主任研究員

■１・27／出席：会21、オ53人／「ベネズエラ：マドゥロ拘
束劇の背景と今後の展望」／司会：杉田弘毅委員

セイコウ・イシカワさん 駐日ベネズエラ大使

■２・４／出席：会65人、オ59人／司会：江木慎吾専務理事・
事務局長／通訳：丸山啓子さん

柯
カ

 隆
リュウ

さん 東京財団主席研究員

■２・12／出席：会30人、オ57人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」③／司会：高橋哲史委員

森
もり

 聡
さとる

さん 慶應義塾大学教授

■２・13／出席：会18人、オ58人／「トランプ2.0」⑮／司会：
杉田弘毅委員

門
もん

間
ま

 一
かず

夫
お

さん みずほリサーチ&テクノロジーズ 
エグゼクティブエコノミスト  

■２・16／出席：会26人、オ50人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」⑤／司会：石原淳子委員

林
はやし

 伴
とも

子
こ

さん 景気循環学会副会長（前内閣府政策統括官）

■２・18／出席：会20人、オ30人／「2026年経済展望　激動
の世界と日本を読む」⑥／司会：奥村茂三郎委員

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37108/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37082/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37087/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37084/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37098/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37090/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37091/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37119/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37115/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37117/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37069/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37110/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37101/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37097/report
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「
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
：
マ
ド
ゥ
ロ
拘
束
劇
の

背
景
と
今
後
の
展
望
」

坂
口
　
安
紀
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

主
任
研
究
員
　
　

１月27日

体
制
の
変
革 

容
易
で
は
な
い

当
性
に
疑
義
を
呈
し
、
民
主
化
に
向
け
た

運
動
の
後
押
し
を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
２
期
目
就
任
以
降
は
民
主
化
を
促

す
主
張
は
影
を
潜
め
た
。
暫
定
大
統
領
に

就
任
し
た
の
も
、
本
来
正
当
性
が
な
い
は

ず
の
マ
ド
ゥ
ロ
政
権
下
に
い
た
ロ
ド
リ
ゲ

ス
副
大
統
領
だ
っ
た
。

　
米
国
が
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
を
パ
ー
ト
ナ
ー

に
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
坂
口
氏
は
、
交

渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の「
有
用
性
」

を
挙
げ
た
。
し
か
し
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
氏
側

は「
米
政
権
の
意
向
に
沿
い
な
が
ら
チ
ャ

ベ
ス
派
体
制
延
命
を
模
索
し
て
い
る
」と

指
摘
。
同
氏
ら
マ
ド
ゥ
ロ
体
制
幹
部
が
政

権
に
居
座
る
状
況
で
は
、
民
主
化
は「
あ

り
え
な
い
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
米
政
権
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
対
し
今
後
い

か
な
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
取
る
か
は
未
知
数

だ
。
昨
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

野
党
指
導
者
マ
リ
ア
・
コ
リ
ナ
・
マ
チ
ャ

ド
氏
ら
野
党
側
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
会
見
で
は
、
国
民
の
大
多
数
が
反
政
府

派
を
支
持
し
て
い
る
と
す
る
世
論
調
査
の

結
果
が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
で
も
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
で
は
長
年
、
政
府
の
弾
圧
や
選
挙
不
正

に
阻
ま
れ
民
主
化
が
果
た
さ
れ
な
か
っ
た

残
酷
な
現
実
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
体

制
変
革
が
容
易
で
な
い
こ
と
は
確
か
だ
。

産
経
新
聞
社
外
信
部
　
藤
木
　
祥
平

　
米
国
の
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
攻
撃
と

マ
ド
ゥ
ロ
大
統

領
拘
束
は
、
日

本
で
も
驚
き
を

も
っ
て
報
じ
ら

れ
た
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
で
は
今
、

何
が
起
こ
っ
て

い
る
の
か
―
。

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
坂
口
安
紀
主
任
研

究
員
が
、
民
主
化
闘
争
の
歴
史
や
見
通
し

を
交
え
解
説
し
た
。

　
昨
秋
以
降
、「
麻
薬
運
搬
船
」と
断
定

し
た
船
に
繰
り
返
し
攻
撃
を
行
っ
て
き
た

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
。
１
月
の
攻
撃
も「
麻

薬
対
策
」を
大
義
に
掲
げ
る
も
の
と
思
わ

れ
た
が
、
そ
の
後
に
持
ち
出
し
た
ロ
ジ
ッ

ク
は
、
19
世
紀
の「
モ
ン
ロ
ー
主
義
」を

発
展
さ
せ
た「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」や
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
産
石
油
権
益
の
獲
得
だ
っ
た
。

　
坂
口
氏
が
指
摘
す
る
米
側
の
言
説
の
変

遷
は
、
情
勢
を
占
う
上
で
も
着
目
す
べ
き

点
だ
。
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
１
期
目
時

代
、
マ
ド
ゥ
ロ
氏
の
大
統
領
と
し
て
の
正

三
浦
　
璃
来

木
原
　
龍
一
　

ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
ペ
ア
金
メ
ダ
リ
ス
ト

２月25日

「
一
緒
に
い
る
の
が
当
た
り
前
」

ス
・
ア
ル
プ
ス
大
会
で
の
２
連
覇
も
期
待

さ
れ
る
中
、
木
原
選
手
は「（
五
輪
直
後

で
）正
直
な
と
こ
ろ
、
分
か
ら
な
い
で
す
」

と
話
す
に
と
ど
め
た
。
隣
で
三
浦
選
手
も

う
な
ず
い
た
が
、
決
め
て
い
る
こ
と
が
一

つ
あ
っ
た
。「
木
原
選
手
が
引
退
す
る
時

は
私
も
一
緒
に
引
退
す
る
時
。
私
が
違
う

人
と
組
ん
で
ま
た
続
け
る
っ
て
い
う
の
は

絶
対
な
い
で
す
」。
選
手
生
活
を「
り
く

り
ゅ
う
」と
し
て
終
え
る
こ
と
を
宣
言
。

木
原
選
手
も
、
首
を
縦
に
振
っ
た
。
さ
ら

に「
将
来
的
に
日
本
で
２
人
で
ペ
ア
の
指

導
者
に
な
る
こ
と
が
目
標
」と
木
原
選
手

が
明
か
す
場
面
も
。
コ
ー
チ
で
の〝
ペ
ア

継
続
〟も
あ
り
そ
う
だ
。

　
息
の
合
っ
た
受
け
答
え
は
最
後
ま
で
続

い
た
。
あ
ま
り
の
ベ
ス
ト
カ
ッ
プ
ル
ぶ
り

に
会
見
終
盤
、「
仲
の
良
い
き
ょ
う
だ
い
、

友
人
関
係
、
夫め

お
と婦

漫
才
に
も
見
え
ま
す
が

…
何
が
正
解
で
す
か
？
」と
質
問
が
飛
ん

だ
。
木
原
選
手
が「
戦
友
じ
ゃ
な
い
で
す

け
ど
」と
言
え
ば
、
三
浦
選
手
は「
一
緒

に
い
て
当
た
り
前
で
す
し
、家
族
み
た
い
」

と
交
互
に
返
答
。
最
後
に「
ご
想
像
に
お

任
せ
し
ま
す
」と
声
を
そ
ろ
え
る
シ
ー
ン

は
ま
さ
に〝
り
く
り
ゅ
う
劇
場
〟。
こ
の

掛
け
合
い
も
、
人
気
の
理
由
の
一
つ
で
あ

る
と
感
じ
た
。
日
本
中
を
熱
狂
さ
せ
た
金

メ
ダ
リ
ス
ト
は
、
ま
だ
ま
だ
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
き
そ
う
だ
。

報
知
新
聞
社
運
動
第
二
部
　
手
島
　
莉
子

　
互
い
の
信

頼
感
、
愛
情

が
伝
わ
る
１

時
間
だ
っ

た
。
三
浦
選

手
が
24
歳
、

木
原
選
手
が

33
歳
の
９
歳

差
ペ
ア
。
早

く
も
２
０
３

０
年
フ
ラ
ン

　
ミ
ラ
ノ
五
輪
の
歴
史
的
快
挙
で
、
時
の

人
に
な
っ
た「
り
く
り
ゅ
う
」の
会
見
は

熱
気
を
帯
び
て
い
た
。
帰
国
し
て
２
日
。

大
フ
ィ
ー
バ
ー
の
ま
っ
た
だ
中
で
、
三
浦

璃
来
選
手
は「
や
っ
と
自
分
た
ち
は
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
な
っ

て
思
う
こ
と
が
で
き
た
」と
実
感
。
イ
タ

リ
ア
で「
日
本
が
今
、
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
」と
聞
か
さ
れ
て
い
た
木
原
龍

一
選
手
も「
現
実
な
ん
だ
な
っ
て
思
い
ま

し
た
。
浦
島
太
郎
さ
ん
が
生
き
て
い
た
ら

こ
う
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の
か
な
…
」と

大
き
な
環
境
の
変
化
に
、
驚
き
が
隠
せ
な

い
様
子
だ
っ
た
。
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会 見リポート� フェイスブック、Ｘ（旧ツイッター）でウェブサイトの更新情報をお知らせしています

セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ
カ
ワ
　

駐
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使

２月４日

米
国
非
難
し
つ
つ
対
話
重
視

ャ
ン
ネ
ル
は「
確
実
に
強
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
」と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
内
の
現
状
に
も
言
及
。

「
国
家
機
能
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
社
会

は
安
定
し
て
い
る
。
政
府
機
関
や
地
方
自

治
体
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
通
常
通
り
機
能

し
て
い
て
、
国
民
は
冷
静
だ
」と
説
明
し
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
暫
定
大
統
領
の
政
策
に
対
す

る
支
持
が
79
％
、
米
国
に
よ
る
攻
撃
、
大

統
領
拘
束
へ
の
反
対
が
94
％
に
上
っ
て
い

る
と
の
世
論
調
査
結
果
も
紹
介
し
た（
筆

者
注
：
こ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
結
果
を

示
す
別
の
世
論
調
査
も
あ
る
）。

　
民
主
的
な
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
は

「
マ
ド
ゥ
ロ
氏
は
正
当
に
選
ば
れ
た
大
統

領
。
任
期
が
終
わ
っ
た
暁
に
行
わ
れ
る
べ

き
だ
」と
主
張
し
た
。
憲
法
は
大
統
領
が

拘
束
、
連
行
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
想
定

し
て
お
ら
ず「（
マ
ド
ゥ
ロ
氏
は
）国
内
に

い
な
い
と
し
て
も
大
統
領
で
あ
り
、（
職

責
に
）空
白
は
生
じ
て
い
な
い
」と
も
語

っ
た
。

　
西
半
球
で
の
覇
権
確
立
を
狙
う
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」。
そ
の

野
心
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

へ
の
関
心
は
高
く
、
イ
シ
カ
ワ
大
使
に
は

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
記
者
会
見
は
２

時
間
超
に
及
ん
だ
。

共
同
通
信
社
外
信
部
　
大
倉
　
喬
之

ル
の
原
油
を
購

入
す
る
契
約
を

結
ん
だ
と
し
、

こ
の
契
約
が
今

後
の
交
渉
や
石

油
開
発
、
貿
易

投
資
を
巡
る
協

議
の「
試
金
石

に
な
る
」と
指

摘
、
対
話
の
チ

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
近
海
に
原
子
力
空
母
や
Ｆ

35
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
、
原
子
力
潜
水
艦
な

ど
を
展
開
し
、
軍
事
威
圧
を
強
め
て
き
た

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
１
月
、
首
都
カ
ラ
カ

ス
な
ど
を
攻
撃
し
て
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を

拘
束
す
る
と
い
う
電
撃
作
戦
を
敢
行
し

た
。
そ
れ
か
ら
１
カ
月
と
な
る
の
に
合
わ

せ
記
者
会
見
し
た
セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ
カ
ワ

駐
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
は「
軍
事
行
動
で

大
統
領
を
連
れ
去
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
米
国
を
非
難
、

帰
国
実
現
に
向
け「
努
力
を
続
け
る
」と

訴
え
た
。

　
一
方
、
米
国
と
の
交
渉
は「
対
話
に
よ

っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
も

強
調
。
米
国
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
20
億
ド

「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」③

柯
　
隆
　
東
京
財
団
主
席
研
究
員

２月12日

中
国
経
済
「
明
る
さ
見
え
な
い
」

ー
ナ
ス
」期
へ
の
移
行
が
よ
り
明
確
と
な

っ
た
点
を
強
調
し
た
。

　「
一
人
っ
子
政
策
」か
ら
の
転
換
の
遅

れ
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
社
会
保
障
制
度

の
未
整
備
な
ど
を
挙
げ
た
が
、
本
質
的
に

「
間
違
っ
た
政
策
を
正
す
力
の
な
さ
」や
、

仮
に
政
策
に
誤
り
が
あ
っ
て
も「
謝
罪
も

し
な
い
し
、
反
省
も
し
な
い
」と
い
う
中

国
共
産
党
の
統
治
体
制
に
起
因
す
る
弊
害

を
指
摘
し
た
。
中
国
の
人
々
の
能
力
や
や

る
気
、
向
上
心
な
ど
か
ら
、
経
済
の
潜
在

力
は「
強
い
」の
だ
が「
残
念
な
が
ら
生
か

さ
れ
て
い
な
い
」と
の
見
立
て
だ
。

　「
明
る
さ
が
み
え
な
い
」中
国
経
済
に

つ
い
て
柯
氏
が
示
し
た
唯
一
の「
有
効
な

処
方
箋
」は
、「
自
由
化
」と
と
も
に
、
党

が
法
の
上
に
君
臨
す
る「rule by law

」

で
は
な
く
、
党
も
法
の
下
に
組
み
込
ま
れ

る
形
で
の「rule of law

」の
実
現
を
必

須
と
し
た
。
来
日
か
ら
37
年
を
経
た
今
も

「
我
が
中
国
」と
称
し
た
柯
氏
は
、
こ
れ

が
で
き
れ
ば「
中
国
の
社
会
と
経
済
は
絶

対
に
発
展
す
る
」と
力
を
込
め
た
。

　
も
っ
と
も
、
習
近
平
主
席
の「
一
強
」

体
制
が
一
段
と
強
ま
り
、
政
策
決
定
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
要
素
が
な
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
難
し
さ
も

認
識
し
て
い
る
。
要
は「
習
近
平
主
席
が

今
の
深
刻
さ
を
理
解
し
な
い
と
、
何
も
変

わ
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
川
瀬
　
憲
司

　
柯
隆
氏
に
と

っ
て
通
算
９
回

目
と
な
っ
た
記

者
会
見
は「
２

０
２
６
年
経
済

展
望
」シ
リ
ー

ズ
の
一
環
だ
っ

た
が
、
外
交
や

安
全
保
障
な

ど
、
中
国
を
取

り
巻
く
幅
広
い
テ
ー
マ
に
及
ん
だ
。

　
本
題
の
中
国
経
済
に
つ
い
て
は「
難
し

い
状
況
」に
あ
り
、「
低
迷
」し
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。
デ
フ
レ
に
陥
っ
て
い

る
と
さ
れ
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、
昨

年
の
実
質
成
長
率
は
５
％
と
、
年
初
に
掲

げ
た
目
標
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
着
地
と

な
っ
た
政
府
の
公
式
統
計
を
皮
肉
っ
た
。

　
一
連
の
発
表
の
中
で
柯
氏
が
特
に
注
目

し
た
の
は
最
新
の
人
口
統
計
。
昨
年
の
出

生
数
７
９
２
万
人
に
対
し
、
死
亡
数
は
１

１
３
１
万
人
で
、
３
３
９
万
人
の
純
減
だ

っ
た
。
中
国
の
高
度
経
済
成
長
の
基
礎
を

な
し
て
き
た
人
口
の「
ボ
ー
ナ
ス
」期
は

過
ぎ
去
り
、
逆
に
負
担
を
意
味
す
る「
オ
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セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ
カ
ワ
　

駐
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使

２月４日

米
国
非
難
し
つ
つ
対
話
重
視

ャ
ン
ネ
ル
は「
確
実
に
強
い
も
の
に
な
っ

て
い
る
」と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
国
内
の
現
状
に
も
言
及
。

「
国
家
機
能
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
社
会

は
安
定
し
て
い
る
。
政
府
機
関
や
地
方
自

治
体
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
通
常
通
り
機
能

し
て
い
て
、
国
民
は
冷
静
だ
」と
説
明
し
、

ロ
ド
リ
ゲ
ス
暫
定
大
統
領
の
政
策
に
対
す

る
支
持
が
79
％
、
米
国
に
よ
る
攻
撃
、
大

統
領
拘
束
へ
の
反
対
が
94
％
に
上
っ
て
い

る
と
の
世
論
調
査
結
果
も
紹
介
し
た（
筆

者
注
：
こ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
結
果
を

示
す
別
の
世
論
調
査
も
あ
る
）。

　
民
主
的
な
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
は

「
マ
ド
ゥ
ロ
氏
は
正
当
に
選
ば
れ
た
大
統

領
。
任
期
が
終
わ
っ
た
暁
に
行
わ
れ
る
べ

き
だ
」と
主
張
し
た
。
憲
法
は
大
統
領
が

拘
束
、
連
行
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
を
想
定

し
て
お
ら
ず「（
マ
ド
ゥ
ロ
氏
は
）国
内
に

い
な
い
と
し
て
も
大
統
領
で
あ
り
、（
職

責
に
）空
白
は
生
じ
て
い
な
い
」と
も
語

っ
た
。

　
西
半
球
で
の
覇
権
確
立
を
狙
う
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
の「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」。
そ
の

野
心
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

へ
の
関
心
は
高
く
、
イ
シ
カ
ワ
大
使
に
は

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
記
者
会
見
は
２

時
間
超
に
及
ん
だ
。

共
同
通
信
社
外
信
部
　
大
倉
　
喬
之

ル
の
原
油
を
購

入
す
る
契
約
を

結
ん
だ
と
し
、

こ
の
契
約
が
今

後
の
交
渉
や
石

油
開
発
、
貿
易

投
資
を
巡
る
協

議
の「
試
金
石

に
な
る
」と
指

摘
、
対
話
の
チ

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
近
海
に
原
子
力
空
母
や
Ｆ

35
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
、
原
子
力
潜
水
艦
な

ど
を
展
開
し
、
軍
事
威
圧
を
強
め
て
き
た

ト
ラ
ン
プ
米
政
権
は
１
月
、
首
都
カ
ラ
カ

ス
な
ど
を
攻
撃
し
て
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
を

拘
束
す
る
と
い
う
電
撃
作
戦
を
敢
行
し

た
。
そ
れ
か
ら
１
カ
月
と
な
る
の
に
合
わ

せ
記
者
会
見
し
た
セ
イ
コ
ウ
・
イ
シ
カ
ワ

駐
日
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
使
は「
軍
事
行
動
で

大
統
領
を
連
れ
去
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」と
米
国
を
非
難
、

帰
国
実
現
に
向
け「
努
力
を
続
け
る
」と

訴
え
た
。

　
一
方
、
米
国
と
の
交
渉
は「
対
話
に
よ

っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
も

強
調
。
米
国
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
か
ら
20
億
ド

「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」③

柯
　
隆
　
東
京
財
団
主
席
研
究
員

２月12日

中
国
経
済
「
明
る
さ
見
え
な
い
」

ー
ナ
ス
」期
へ
の
移
行
が
よ
り
明
確
と
な

っ
た
点
を
強
調
し
た
。

　「
一
人
っ
子
政
策
」か
ら
の
転
換
の
遅

れ
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
社
会
保
障
制
度

の
未
整
備
な
ど
を
挙
げ
た
が
、
本
質
的
に

「
間
違
っ
た
政
策
を
正
す
力
の
な
さ
」や
、

仮
に
政
策
に
誤
り
が
あ
っ
て
も「
謝
罪
も

し
な
い
し
、
反
省
も
し
な
い
」と
い
う
中

国
共
産
党
の
統
治
体
制
に
起
因
す
る
弊
害

を
指
摘
し
た
。
中
国
の
人
々
の
能
力
や
や

る
気
、
向
上
心
な
ど
か
ら
、
経
済
の
潜
在

力
は「
強
い
」の
だ
が「
残
念
な
が
ら
生
か

さ
れ
て
い
な
い
」と
の
見
立
て
だ
。

　「
明
る
さ
が
み
え
な
い
」中
国
経
済
に

つ
い
て
柯
氏
が
示
し
た
唯
一
の「
有
効
な

処
方
箋
」は
、「
自
由
化
」と
と
も
に
、
党

が
法
の
上
に
君
臨
す
る「rule by law

」

で
は
な
く
、
党
も
法
の
下
に
組
み
込
ま
れ

る
形
で
の「rule of law

」の
実
現
を
必

須
と
し
た
。
来
日
か
ら
37
年
を
経
た
今
も

「
我
が
中
国
」と
称
し
た
柯
氏
は
、
こ
れ

が
で
き
れ
ば「
中
国
の
社
会
と
経
済
は
絶

対
に
発
展
す
る
」と
力
を
込
め
た
。

　
も
っ
と
も
、
習
近
平
主
席
の「
一
強
」

体
制
が
一
段
と
強
ま
り
、
政
策
決
定
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
要
素
が
な
く

な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
た
難
し
さ
も

認
識
し
て
い
る
。
要
は「
習
近
平
主
席
が

今
の
深
刻
さ
を
理
解
し
な
い
と
、
何
も
変

わ
ら
な
い
」と
述
べ
た
。

日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
　
川
瀬
　
憲
司

　
柯
隆
氏
に
と

っ
て
通
算
９
回

目
と
な
っ
た
記

者
会
見
は「
２

０
２
６
年
経
済

展
望
」シ
リ
ー

ズ
の
一
環
だ
っ

た
が
、
外
交
や

安
全
保
障
な

ど
、
中
国
を
取

り
巻
く
幅
広
い
テ
ー
マ
に
及
ん
だ
。

　
本
題
の
中
国
経
済
に
つ
い
て
は「
難
し

い
状
況
」に
あ
り
、「
低
迷
」し
て
い
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。
デ
フ
レ
に
陥
っ
て
い

る
と
さ
れ
る
状
態
に
あ
り
な
が
ら
も
、
昨

年
の
実
質
成
長
率
は
５
％
と
、
年
初
に
掲

げ
た
目
標
と
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
着
地
と

な
っ
た
政
府
の
公
式
統
計
を
皮
肉
っ
た
。

　
一
連
の
発
表
の
中
で
柯
氏
が
特
に
注
目

し
た
の
は
最
新
の
人
口
統
計
。
昨
年
の
出

生
数
７
９
２
万
人
に
対
し
、
死
亡
数
は
１

１
３
１
万
人
で
、
３
３
９
万
人
の
純
減
だ

っ
た
。
中
国
の
高
度
経
済
成
長
の
基
礎
を

な
し
て
き
た
人
口
の「
ボ
ー
ナ
ス
」期
は

過
ぎ
去
り
、
逆
に
負
担
を
意
味
す
る「
オ
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「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」⑤

門
間
　
一
夫
　

み
ず
ほ
リ
サ
ー
チ
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ 

エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

２月16日

低
成
長
「
失
わ
れ
た
40
年
」
へ

っ
て
い
な
い
」。
そ
れ
を
認
識
す
る
と
こ

ろ
か
ら
し
か
確
か
な
道
は
見
つ
か
ら
な
い

の
だ
と
言
い
た
い
ら
し
い
。

　
日
本
経
済
に
対
す
る「
常
識
」も
次
々

と
バ
ッ
サ
リ
斬
り
捨
て
て
い
っ
た
。

　「
昨
今
の
イ
ン
フ
レ
で
、
日
本
は
ま
す

ま
す
低
成
長
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

言
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
デ
フ
レ
で
低
成
長

に
陥
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」

　「
賃
上
げ
す
れ
ば
経
済
の
好
循
環
が
実

現
す
る
と
い
う
の
は
間
違
い
。
ま
す
ま
す

物
価
は
上
が
る
。
価
格
転
嫁
な
き
賃
上
げ

を
し
な
い
限
り
好
循
環
は
実
現
し
な
い
」

　
政
治
家
た
ち
は
い
つ
も
選
挙
の
た
び
に

「
こ
の
政
策
を
進
め
れ
ば
う
ま
く
い
く
」

と
喧け

ん

伝で
ん

す
る
。
だ
が
そ
れ
は
ミ
ス
リ
ー
ド

だ
と
い
う
。「
マ
ク
ロ
経
済
は
壮
大
な
複

雑
系
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
人
々
の
成
長
期

待
を
上
げ
る
確
実
な
経
済
政
策
は
な
い
」

　
株
価
低
迷
は「
失
わ
れ
た
20
年
」で
終

わ
っ
た
。２
０
１
０
年
代
前
半
が
底
値
で
、

そ
の
後
は
ず
っ
と
上
昇
を
続
け
て
い
る
。

金
利
の
な
い
世
界
も
よ
う
や
く「
失
わ
れ

た
30
年
」で
終
わ
っ
た
。

　
だ
が
低
成
長
だ
け
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い

な
い
。
成
長
は「
失
わ
れ
た
40
年
」へ
と

向
か
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
―
―
。

　
日
本
経
済
の
現
在
地
を
歴
史
軸
で
位
置

付
け
る
な
ら
そ
う
な
る
と
予
測
す
る
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
原
　
真
人

て
し
ま
う
。
た

だ
、
そ
れ
は
本

意
で
は
な
い
と

い
う
。

　「
２
３
０
％

は
そ
の
ま
ま
で

も
い
い
の
か
、

下
げ
た
方
が
い

い
の
か
。
実
は

誰
も
答
え
を
持

　
歯
に
衣
着
せ
ず
と
い
う
の
か
空
気
を
あ

え
て
読
ま
な
い
と
い
う
の
か
、
堅
実
な
語

り
口
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
日
本
銀
行
幹
部

Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
異
色
の
人
だ
。

　「
日
本
の
政
府
債
務
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が

２
３
０
％
と
い
う
世
界
最
悪
の
水
準
に
な

っ
て
も
15
年
く
ら
い
は
も
っ
て
い
る
。
今

後
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
え
れ
ば
、
こ
れ
以
上
は
そ

う
簡
単
に
比
率
は
上
昇
し
な
い
」

　「
高
市
首
相
は
こ
れ
を
下
げ
る
と
い
う
、

う
ま
い
目
標
を
掲
げ
た
」

　
物
事
を
客
観
的
、
論
理
的
に
説
明
す
る

こ
と
を
是
と
す
る
言
い
ぶ
り
は
、
時
に
本

人
が
意
図
す
る
以
上
に
楽
観
的
に
聞
こ
え

「
ト
ラ
ン
プ
２
・
０
」⑮

森
　
聡
　
慶
應
義
塾
大
学
教
授

２月13日

日
米
同
盟
の
「
再
定
義
」
必
要

模
範
的
な
同
盟
国
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に

関
し
て
、
森
氏
は「
米
国
は
査
定
中
だ
」

と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
衆
院
選
で
大
勝
し
た
高
市
早
苗
首
相
は

３
月
19
日
に
訪
米
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の

会
談
に
臨
む
。
森
氏
は
日
本
の
経
済
的
、

戦
略
的
価
値
を
高
め
る
対
米
外
交
が
必
要

と
し
て「
対
中
抑
止
の
コ
マ
に
終
わ
ら
ず
、

米
国
に
と
っ
て
日
本
が
重
要
と
認
識
し
て

も
ら
う
の
が
重
要
だ
」と
主
張
し
た
。

　
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
攻
撃
な
ど
を
み
れ
ば
、
も

は
や
米
国
の
変
質
は
明
白
で
あ
る
。「
そ

れ
で
も
日
本
は
イ
ン
ド
太
平
洋
に
不
可
欠

な
米
国
と
付
き
合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
」（
森
氏
）。
で
は
、
ど
う
す
べ
き
か
。

高
市
政
権
が
年
内
の
改
定
を
め
ざ
す
安
保

関
連
３
文
書
が
そ
の
試
金
石
に
な
る
と
森

氏
は
み
る
。

　
新
し
い
形
式
の
も
と
で
日
米
両
国
が
互

い
に
重
要
だ
と
思
え
る
関
係
を
作
っ
て
確

認
す
る
。
こ
れ
に
失
敗
す
る
と
対
中
接
近

や
核
武
装
と
い
っ
た
主
張
が
勢
い
づ
き
、

国
論
が
分
裂
し
て
安
保
政
策
が
迷
走
し
か

ね
な
い
―
―
。

　
森
氏
は
こ
ん
な
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し

つ
つ「
世
論
の
支
持
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

戦
略
を
ま
と
め
る
の
が
最
大
の
課
題
だ
。

日
米
同
盟
の
再
定
義
み
た
い
な
も
の
を
き

ち
ん
と
や
る
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
た
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
論
説
委
員
兼
編
集
委
員

永
澤
　
毅

　
自
由
貿
易
を

推
進
し
、
同
盟

国
と
協
調
し
て

紛
争
を
抑
止
す

る
。
第
２
次
ト

ラ
ン
プ
米
政
権

は
こ
う
し
た
戦

後
の
国
際
秩
序

の
柱
を
壊
し
つ
つ
あ
る
。
こ
ん
な
米
国
に

ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
を
米
国
研
究
の
第

一
人
者
が
読
み
解
い
た
。

　
森
聡
氏
は
現
下
の
国
際
情
勢
が「
中
国

に
と
っ
て
理
想
的
な
展
開
に
な
り
つ
つ
あ

る
」と
指
摘
す
る
。
米
国
が
中
国
と
の
取

引
を
志
向
し
、
欧
州
は
経
済
関
係
の
強
化

を
目
的
に
中
国
に
近
づ
き
、
ロ
シ
ア
も
中

国
へ
の
経
済
的
な
依
存
を
強
め
る
。
中
国

に
し
て
み
れ
ば
、
イ
ン
ド
太
平
洋
で
日
本

や
台
湾
な
ど
に
圧
力
を
か
け
や
す
い
環
境

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
と
っ
て
同
盟
国
が
ど

う
映
っ
て
い
る
か
の
分
析
は
興
味
深
い
。

貿
易
不
均
衡
の
是
正
へ
の
貢
献
な
ど
経
済

的
利
益
が
大
き
く
、
安
保
リ
ス
ク
が
小
さ

い
国
々
が「
模
範
的
な
同
盟
国（M

odel 
A

llies

）」に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
日
本
が
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２
月
９
～
10
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の

取
材
団
に
参
加
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
が
続
く
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
や
そ
の
周
辺
を
巡
っ
た
。

　
構
内
で
は
事
故
で
原
子
炉
や
建
屋
が
大

き
く
壊
れ
た
１
～
４
号
機
を
高
台
か
ら
一

望
し
た
。こ
れ
ま
で
10
回
以
上
訪
れ
た
が
、

取
材
の
た
び
に
少
し
ず
つ
変
わ
る
。
昨
年

２
月
に
見
学
し
た
時
は
ガ
レ
キ
が
剥
き
出

し
だ
っ
た
１
号
機
原
子
炉
建
屋
に
、
使
用

済
み
核
燃
料
を
取
り
出
す
た
め
の
カ
バ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
約
７
９
０
０
㌧
も

あ
る
カ
バ
ー
を
高
さ
45
㍍
の
建
屋
に
設
置

す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。

　
廃
炉
は
新
た
な
挑
戦
だ
け
で
な
く
長
期

に
わ
た
る
作
業
の
継
続
で
も
あ
る
。
核
燃

料
デ
ブ
リ
の
採
取
実
績
は
１
㌘
未
満
に
過

ぎ
ず
、原
子
炉
３
基
に
残
る
８
８
０
㌧（
推

定
）の
取
り
出
し
作
業
が
控
え
る
。
１
０

０
万
㌧
を
超
す
処
理
水
も
放
出
終
了
ま
で

20
年
以
上
か
か
る
だ
ろ
う
。

　
２
０
５
１
年
と
い
う
完
了
時
期
を
巡

り
、
地
元
の
伊
沢
史
朗
・
双
葉
町
長
は
９

日
、「
時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
」

と
語
っ
た
。
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等

支
援
機
構
は
先
送
り
を
ほ
の
め
か
す
。

　
だ
が
作
業
が
長
引
く
と
、
凍
土
遮
水
壁

の
よ
う
な
重
要
な
設
備
は
経
年
劣
化
や
温

暖
化
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
先
端
技
術

の
素
材
確
保
は
地
政
学
リ
ス
ク
に
左
右
さ

れ
か
ね
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
導
入

を
先
送
り
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
事

態
の
再
発
も
あ
り
得
る
。

　
発
生
直
後
、
さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
避
難
し
た
双
葉
町

民
を
取
材
し
た
。
そ
の
一
角
で
新
聞
を
広

げ
、
事
故
の
記
事
を
凝
視
す
る
壮
年
の
男

性
が
い
た
。今
も
彼
の
表
情
を
思
い
出
す
。

そ
し
て
今
後
も
現
場
に
赴
き
、
記
事
を
書

き
続
け
る
の
だ
ろ
う
。そ
ん
な
気
が
す
る
。

　 

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局
Ｙ
Ｄ 

Ｐ
ｒ
ｏ
編

集
部
編
集
委
員 

高
田
　
真
之

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
取
材
団

■
日
程（
参
加
＝
19
社
19
人
）▼
２
月
９
日
：
中
間

貯
蔵
施
設
見
学
、伊
沢
史
朗 

双
葉
町
長
会
見
、鮨 

か
わ
せ（
浪
江
町
）　
代
表
の
川
瀬
洋
さ
ん
の
話
／

10
日
：
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
構
内
取
材
▼
原

発
構
内
代
表
撮
影
者
＝
伊
勢
村
優
樹 

中
日
新
聞

社（
ス
チ
ル
）、端
谷
航 

中
京
テ
レ
ビ（
ム
ー
ビ
ー
）

取
材
10
回
超 

徐
々
に
変
化
も今年１月にカバーの設置工事を終えた１号機（代

表撮影）

シ
ャ
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
例
に
、「
財
政

破
綻
は
ク
セ
に
な
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
印
象
的
だ
。
一
方
、
財
政
破
綻
に
は

「Contagion

」（
感
染
）が
つ
き
ま
と
う
と
も

指
摘
す
る
。
２
０
１
０
年
代
の
欧
州
債
務

危
機
も
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
各
国
へ
広
が
っ
た
。

　
林
さ
ん
の
こ
う
し
た
指
摘
は
決
し
て

「
よ
そ
の
国
の
話
」で
は
な
い
。
日
本
で

は
国
債
発
行
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２
０

０
％
を
超
え
る
の
に
楽
観
論
が
漂
う
。「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」を
掲
げ
る
高
市
政
権

は
飲
食
料
品
の
消
費
税
に
つ
い
て「
２
年

間
ゼ
ロ
」を
掲
げ
る
。補
正
予
算
編
成
が
恒

例
と
な
り
、官
僚
の「
補
正
あ
り
き
」の
姿

勢
も
財
政
規
律
を
弱
め
る
リ
ス
ク
を
指
摘

し
た
。批
判
は
出
身
の
霞
が
関
に
も
及
ぶ
。

　
会
見
で
は「
日
本
財
政
に
と
っ
て
非
常

に
大
事
な
言
葉
」と
し
て
、
江
戸
後
期
の

蘭
学
者
、
渡
辺
崋か

山ざ
ん

の「
眼
前
の
繰
廻
し

に
百
年
の
計
を
忘
れ
る
な
か
れ
」（
目
の
前

の
や
り
繰
り
に
、
百
年
の
大
計
を
忘
れ
る

な
）と
の
言
葉
を
紹
介
し
た
。

　
林
さ
ん
は
内
閣
府
政
策
統
括
官
を
務
め

た
い
わ
ゆ
る「
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」だ
。

省
庁
再
編
で
経
済
企
画
庁
が
内
閣
府
に
統

合
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
や
や
目
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
、
し
か
し「
ポ
ス
ト
・
ポ
ス

ト
冷
戦
期
」の
今
こ
そ
、
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　 

毎
日
新
聞
出
版
・
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集

部
　
編
集
委
員 

中
西
　
拓
司

　
大
国
の
横
暴

で
世
界
が「
残

酷
な
現
実
」（
カ

ナ
ダ
の
カ
ー
ニ

ー
首
相
）に
覆

わ
れ
る
中
、
日

本
経
済
は
ど
う

生
き
残
る
べ
き

か
。
景
気
循
環
学
会
副
会
長
の
林
伴
子
さ

ん
は
、「
何
で
も
武
器
化
す
る
」国
際
秩

序
の
激
変
期
の
中
、
日
本
経
済
が
想
定
外

の
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
一
層
増

大
し
て
い
る
と
警
告
す
る
。

　
そ
の
一
例
が
日
本
国
債
の
利
回
り
だ
。

国
の
一
般
会
計
で
の
利
払
い
費
は
２
０
３

５
年
で
31
・
８
兆
円
に
も
達
し（
25
年
は

９
・
４
兆
円
）、借
り
換
え
で
雪
だ
る
ま
式

に
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
を
示
す
。
利
払
い

費
が
増
え
れ
ば
財
政
の
信
認
性
に
疑
義
が

生
じ
る
。
そ
の
結
果
、
利
回
り
が
一
層
上

昇
し
、
経
済
停
滞
へ
の
国
民
の
不
満
が
高

ま
っ
て
財
政
拡
大
に
つ
な
が
り
、
一
層
の

利
回
り
上
昇
に
向
か
う
―
―
と
い
う
悪
循

環
に
陥
り
か
ね
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
歴
史
上
、
財
政
破
綻
を
繰
り
返
す
ギ
リ

「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」⑥

林
　
伴
子
　
景
気
循
環
学
会
副
会
長

２月18日

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
へ
警
鐘
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２
月
９
～
10
日
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の

取
材
団
に
参
加
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発

令
が
続
く
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発

電
所
や
そ
の
周
辺
を
巡
っ
た
。

　
構
内
で
は
事
故
で
原
子
炉
や
建
屋
が
大

き
く
壊
れ
た
１
～
４
号
機
を
高
台
か
ら
一

望
し
た
。こ
れ
ま
で
10
回
以
上
訪
れ
た
が
、

取
材
の
た
び
に
少
し
ず
つ
変
わ
る
。
昨
年

２
月
に
見
学
し
た
時
は
ガ
レ
キ
が
剥
き
出

し
だ
っ
た
１
号
機
原
子
炉
建
屋
に
、
使
用

済
み
核
燃
料
を
取
り
出
す
た
め
の
カ
バ
ー

が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
約
７
９
０
０
㌧
も

あ
る
カ
バ
ー
を
高
さ
45
㍍
の
建
屋
に
設
置

す
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
。

　
廃
炉
は
新
た
な
挑
戦
だ
け
で
な
く
長
期

に
わ
た
る
作
業
の
継
続
で
も
あ
る
。
核
燃

料
デ
ブ
リ
の
採
取
実
績
は
１
㌘
未
満
に
過

ぎ
ず
、原
子
炉
３
基
に
残
る
８
８
０
㌧（
推

定
）の
取
り
出
し
作
業
が
控
え
る
。
１
０

０
万
㌧
を
超
す
処
理
水
も
放
出
終
了
ま
で

20
年
以
上
か
か
る
だ
ろ
う
。

　
２
０
５
１
年
と
い
う
完
了
時
期
を
巡

り
、
地
元
の
伊
沢
史
朗
・
双
葉
町
長
は
９

日
、「
時
間
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
」

と
語
っ
た
。
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等

支
援
機
構
は
先
送
り
を
ほ
の
め
か
す
。

　
だ
が
作
業
が
長
引
く
と
、
凍
土
遮
水
壁

の
よ
う
な
重
要
な
設
備
は
経
年
劣
化
や
温

暖
化
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
先
端
技
術

の
素
材
確
保
は
地
政
学
リ
ス
ク
に
左
右
さ

れ
か
ね
な
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
の
導
入

を
先
送
り
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
事

態
の
再
発
も
あ
り
得
る
。

　
発
生
直
後
、
さ
い
た
ま
市
の
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
に
避
難
し
た
双
葉
町

民
を
取
材
し
た
。
そ
の
一
角
で
新
聞
を
広

げ
、
事
故
の
記
事
を
凝
視
す
る
壮
年
の
男

性
が
い
た
。今
も
彼
の
表
情
を
思
い
出
す
。

そ
し
て
今
後
も
現
場
に
赴
き
、
記
事
を
書

き
続
け
る
の
だ
ろ
う
。そ
ん
な
気
が
す
る
。

　 

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
局
Ｙ
Ｄ 

Ｐ
ｒ
ｏ
編

集
部
編
集
委
員 

高
田
　
真
之

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
取
材
団

■
日
程（
参
加
＝
19
社
19
人
）▼
２
月
９
日
：
中
間

貯
蔵
施
設
見
学
、伊
沢
史
朗 

双
葉
町
長
会
見
、鮨 

か
わ
せ（
浪
江
町
）　
代
表
の
川
瀬
洋
さ
ん
の
話
／

10
日
：
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
構
内
取
材
▼
原

発
構
内
代
表
撮
影
者
＝
伊
勢
村
優
樹 

中
日
新
聞

社（
ス
チ
ル
）、端
谷
航 

中
京
テ
レ
ビ（
ム
ー
ビ
ー
）

取
材
10
回
超 

徐
々
に
変
化
も今年１月にカバーの設置工事を終えた１号機（代

表撮影）

シ
ャ
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
例
に
、「
財
政

破
綻
は
ク
セ
に
な
る
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
印
象
的
だ
。
一
方
、
財
政
破
綻
に
は

「Contagion

」（
感
染
）が
つ
き
ま
と
う
と
も

指
摘
す
る
。
２
０
１
０
年
代
の
欧
州
債
務

危
機
も
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
各
国
へ
広
が
っ
た
。

　
林
さ
ん
の
こ
う
し
た
指
摘
は
決
し
て

「
よ
そ
の
国
の
話
」で
は
な
い
。
日
本
で

は
国
債
発
行
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
２
０

０
％
を
超
え
る
の
に
楽
観
論
が
漂
う
。「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」を
掲
げ
る
高
市
政
権

は
飲
食
料
品
の
消
費
税
に
つ
い
て「
２
年

間
ゼ
ロ
」を
掲
げ
る
。補
正
予
算
編
成
が
恒

例
と
な
り
、官
僚
の「
補
正
あ
り
き
」の
姿

勢
も
財
政
規
律
を
弱
め
る
リ
ス
ク
を
指
摘

し
た
。批
判
は
出
身
の
霞
が
関
に
も
及
ぶ
。

　
会
見
で
は「
日
本
財
政
に
と
っ
て
非
常

に
大
事
な
言
葉
」と
し
て
、
江
戸
後
期
の

蘭
学
者
、
渡
辺
崋か

山ざ
ん

の「
眼
前
の
繰
廻
し

に
百
年
の
計
を
忘
れ
る
な
か
れ
」（
目
の
前

の
や
り
繰
り
に
、
百
年
の
大
計
を
忘
れ
る

な
）と
の
言
葉
を
紹
介
し
た
。

　
林
さ
ん
は
内
閣
府
政
策
統
括
官
を
務
め

た
い
わ
ゆ
る「
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」だ
。

省
庁
再
編
で
経
済
企
画
庁
が
内
閣
府
に
統

合
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
や
や
目
立
た
な
く

な
っ
て
い
る
、
し
か
し「
ポ
ス
ト
・
ポ
ス

ト
冷
戦
期
」の
今
こ
そ
、
役
割
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　 

毎
日
新
聞
出
版
・
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集

部
　
編
集
委
員 

中
西
　
拓
司

　
大
国
の
横
暴

で
世
界
が「
残

酷
な
現
実
」（
カ

ナ
ダ
の
カ
ー
ニ

ー
首
相
）に
覆

わ
れ
る
中
、
日

本
経
済
は
ど
う

生
き
残
る
べ
き

か
。
景
気
循
環
学
会
副
会
長
の
林
伴
子
さ

ん
は
、「
何
で
も
武
器
化
す
る
」国
際
秩

序
の
激
変
期
の
中
、
日
本
経
済
が
想
定
外

の
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
一
層
増

大
し
て
い
る
と
警
告
す
る
。

　
そ
の
一
例
が
日
本
国
債
の
利
回
り
だ
。

国
の
一
般
会
計
で
の
利
払
い
費
は
２
０
３

５
年
で
31
・
８
兆
円
に
も
達
し（
25
年
は

９
・
４
兆
円
）、借
り
換
え
で
雪
だ
る
ま
式

に
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と
を
示
す
。
利
払
い

費
が
増
え
れ
ば
財
政
の
信
認
性
に
疑
義
が

生
じ
る
。
そ
の
結
果
、
利
回
り
が
一
層
上

昇
し
、
経
済
停
滞
へ
の
国
民
の
不
満
が
高

ま
っ
て
財
政
拡
大
に
つ
な
が
り
、
一
層
の

利
回
り
上
昇
に
向
か
う
―
―
と
い
う
悪
循

環
に
陥
り
か
ね
な
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

　
歴
史
上
、
財
政
破
綻
を
繰
り
返
す
ギ
リ

「
２
０
２
６
年
経
済
展
望
　
激
動
の

世
界
と
日
本
を
読
む
」⑥

林
　
伴
子
　
景
気
循
環
学
会
副
会
長

２月18日

「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
へ
警
鐘
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青
森
県�

豪
雪
下
の
衆
院
選�

佐
々
木

　大
輔（
東
奥
日
報
社
報
道
部
）

災
害
に
急
変 

論
戦
の
み
込
む

選
挙
報
道
と
並
行 

総
力
戦

世
界
有
数
の
豪
雪
都
市
と
さ
れ
る
青
森

市
だ
が
、
今
冬
は
ま
さ
に
災
害
だ
っ
た
。

衆
院
解
散
前
日
の
１
月
22
日
、
市
街
地
の

積
雪
が
１
０
０
㌢
に
到
達
。
降
り
や
ま
な

い
雪
に
埋
も
れ
始
め
た
街
で
、
異
例
の
豪

雪
選
挙
が
迫
っ
て
い
た
。

青
森
県
内
は
１
年
前
も
年
末
年
始
を
挟

ん
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
支
障
を
来
し
、
死
者
も
出
た

雪
害
は
県
民
の
記
憶
に
新
し
い
。
東
奥
日

報
社
報
道
部
は
県
内
支
社
局
と
連
携
し
、

厳
冬
期
を
前
に
吹
い
た
解
散
風
に
頭
を
悩

ま
せ
る
関
係
者
の
動
き
を
追
っ
た
。

埋
も
れ
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

一
部
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
投
票
日
の

悪
天
候
を
念
頭
に
、
投
票
終
了
時
刻
の
繰

り
上
げ
を
決
定
。
弘
前
市
は
除
雪
作
業
の

負
担
な
ど
を
理
由
に
、
市
内
に
約
６
０
０

カ
所
あ
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場
を
６

分
の
１
ま
で
減
ら
し
た
。
高
市
早
苗
首
相

の
解
散
表
明
前
か
ら
既
に
雪
が
積
み
上
が

り
、
公
示
ま
で
に
設
置
で
き
そ
う
に
な
い

箇
所
が
県
内
各
地
で
散
見
さ
れ
た
。

あ
る
自
民
党
陣
営
は「
高
齢
の
支
持
者

を
寒
い
街
頭
に
立
た
せ
ら
れ
な
い
」と
、

早
々
に
屋
外
で
の
遊
説
を
断
念
。
第
一
声

を
含
め
、
公
民
館
な
ど
を
転
々
と
し
た
。

本
紙
は
公
示
翌
日
の
28
日
付
で「
大
雪
　

厳
寒
　
異
例
の
風
景
」と
の
見
出
し
で
、

雪
に
埋
も
れ
気
味
の
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー

を
張
る
陣
営
ス
タ
ッ
フ
、
う
ず
た
か
い
雪

壁
を
背
に
立
つ
聴
衆
の
様
子
を
報
道
。
雪

だ
る
ま
が
並
ぶ
天
気
予
報
と
、
に
ら
め
っ

こ
し
な
が
ら
の
選
挙
が
始
ま
っ
た
。

同
じ
日
の
紙
面
に
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し

中
に
転
落
し
た
と
み
ら
れ
る
高
齢
女
性
の

死
亡
事
故
が
載
っ
た
。
公
示
後
、
青
森
市

を
中
心
に
積
雪
が
急
増
し
、被
害
が
拡
大
。

除
排
雪
が
追
い
つ
か
ず
、
雪
深
い
悪
路
で

渋
滞
や
車
の
ス
タ
ッ
ク（
立
ち
往
生
）が

頻
発
し
た
。
鉄
路
も
ス
ト
ッ
プ
。
安
全
な

通
学
路
を
確
保
で
き
ず
、
休
校
措
置
も
相

次
い
だ
。
連
日
の
雪
か
き
に
追
わ
れ
る

人
々
の
疲
弊
は
色
濃
く
、
本
紙
は
豪
雪
取

材
に
も
総
出
で
対
応
。
31
日
に
は
冬
季
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
県
内
で
開
幕
し
、
選

挙
、
豪
雪
、
国
ス
ポ
に
人
員
と
紙
面
を
割

い
た
。

２
月
１
日
、
県
都
の
積
雪
が
一
時
１
８

３
㌢
に
達
し
た
。
県
は
21
市
町
村
に
災
害

救
助
法
を
適
用
し
、
自
衛
隊
に
青
森
市
へ

の
災
害
派
遣
を
要
請
。
雪
が
災
害
に
変
わ

っ
た
。
吹
雪
で
は
選
挙
カ
ー
の
連
呼
も
有

権
者
の
耳
に
届
か
ず
、
雪
道
で
ス
タ
ッ
ク

や
脱
輪
す
る
陣
営
も
出
始
め
た
。
演
説
会

の
動
員
は
屋
内
で
も
大
幅
に
減
少
。
取
材

者
側
と
し
て
も
聴
衆
の
熱
気
な
ど
、
選
挙

戦
の
空
気
感
を
推
し
量
る
機
会
が
限
ら

れ
、
も
ど
か
し
さ
が
募
っ
た
。
除
排
雪
が

行
き
届
か
な
い
住
宅
街
に
立
つ
掲
示
板

は
、
と
う
と
う
雪
に
覆
い
尽
く
さ
れ
、
存

在
が
消
え
た
。

高
市
旋
風
も「
雪
で
相
殺
」

「
選
挙
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
」。
同
僚
記
者

が
雪
深
い
リ
ン
ゴ
園
地
に
出
向
く
と
、
生

産
者
の
１
人
は
嘆
い
た
。
農
業
の
現
場
は

昨
冬
、
果
樹
の
幹
が
折
れ
る
な
ど
雪
害
に

苦
し
ん
だ
。
投
票
日
も
雪
が
降
り
、
青
森

市
の
投
票
率
は
前
回
選
を
10
㌽
近
く
下
回

っ
た
。
豪
雪
は
有
権
者
の
顔
も
見
え
づ
ら

く
し
、
圧
勝
し
た
自
民
候
補
で
あ
っ
て
も

選
挙
中
は
、
全
国
的
に
吹
い
た
高
市
旋
風

を「
雪
で
相
殺
さ
れ
て
い
る
」と
い
ぶ
か

し
む
ほ
ど
だ
っ
た
。

紙
面
で
は
豪
雪
に
右
往
左
往
す
る
様
子

だ
け
で
な
く
、
山
間
部
に
バ
ス
で
出
向
く

移
動
期
日
前
投
票
所
な
ど
、
投
票
率
の
低

下
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
紹
介
。
コ
メ
や
地

域
医
療
な
ど
、
県
内
の
実
情
に
落
と
し
込

ん
だ
政
策
連
載
は
８
回
続
き
で
掲
載
し
、

判
断
材
料
の
提
供
に
努
め
た
。
し
か
し
結

果
と
し
て
陣
営
、
有
権
者
、
報
道
機
関
の

そ
れ
ぞ
れ
が
、
豪
雪
対
応
に
労
力
を
割
か

ざ
る
を
得
ず
、
重
要
課
題
の
論
戦
が
深
ま

っ
た
と
は
言
い
難
い
。

降
雪
が
減
っ
た
今
、
県
民
の
関
心
は
除

排
雪
の
検
証
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
加
え
て

災
害
下
の
選
挙
報
道
に
対
す
る
検
証
も
必

要
だ
ろ
う
。
正
直
、
厳
冬
期
の
大
型
選
挙

は
も
う
勘
弁
願
い
た
い
の
が
本
音
だ
が
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

さ
さ
き
・
だ
い
す
け
▼
2
0
0
9
年
入
社
　
青

森
県
警
・
司
法
キ
ャ
ッ
プ
　
東
京
支
社
編
集
部

を
経
て
　
23
年
か
ら
報
道
部
で
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
・
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

雪の中に設置された掲示板に選挙ポスターを張る男
性（１月27日/青森市/東奥日報社提供）
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「
首
相
、
衆
院
解
散
を
検
討
」報
道�

海
谷

　道
隆（
読
売
新
聞
社

政
治
部
次
長
）

意
表
を
突
い
た
電
撃
解
散

「
思
い
」に
じ
ん
だ
発
言
の
変
化

読
売
新
聞
は
１
月
10
日
朝
刊
１
面
と
１

月
９
日
深
夜
の
読
売
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
首
相
、
衆
院
解
散
検
討
　
２
月
上
中
旬

投
開
票
」と
報
じ
た
。
高
市
首
相
が
１
月

23
日
召
集
予
定
の
通
常
国
会
冒
頭
で
衆
院

を
解
散
す
る
検
討
に
入
っ
た
と
す
る
内
容

で
、
衆
院
選
日
程
に
つ
い
て
は「
１
月
27

日
公
示
―
２
月
８
日
投
開
票
」「
２
月
３
日

公
示
―
15
日
投
開
票
」の
案
が
浮
上
し
て

い
る
と
伝
え
た
。
異
例
ず
く
め
の
衆
院
選

の
幕
開
け
と
な
る
報
道
と
な
っ
た
。

国
会
運
営
に
強
い
不
満
抱
く

意
表
を
突
く
電
撃
解
散
の
判
断
だ
っ

た
。
首
相
は
昨
年
10
月
の
就
任
以
降
、
解

散
に
つ
い
て「
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
」

と
繰
り
返
し
て
い
た
。
だ
が
、
政
権
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、
実
際
は
解
散
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
探
り
続
け
て
い
た
。

昨
年
暮
れ
に
か
け
、
首
相
は
複
数
の
解

散
日
程
案
を
検
討
し
、
そ
こ
に
は
１
月
解

散
も
含
ま
れ
て
い
た
。
自
民
党
幹
部
に
は

「
私
が
年
明
け
に
解
散
す
る
と
言
っ
た
ら
、

ど
う
思
う
か
」と
た
ず
ね
て
い
た
。

首
相
は
、
与
党
が
主
導
で
き
な
い
国
会

運
営
に
も
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
。
衆

院
予
算
委
員
長
だ
っ
た
立
憲
民
主
党（
当

時
）の
枝
野
幸
男
氏
が
首
相
を
指
名
す
る

こ
と
が
多
く
、
委
員
長
の
交
代
を
切
望
し

て
い
た
。
周
囲
か
ら
衆
院
選
を
経
な
い
と

交
代
は
難
し
い
と
諭
さ
れ
、
解
散
を
辞
さ

な
い
気
持
ち
を
吐
露
し
た
こ
と
も
あ
っ

た
。一

方
、
通
常
国
会
の
召
集
日
が
１
月
23

日
召
集
で
固
ま
っ
て
い
た
た
め
、
永
田
町

に
解
散
風
は
吹
い
て
い
な
か
っ
た
。
冒
頭

解
散
に
踏
み
切
れ
ば
、
新
年
度
予
算
の
年

度
内
成
立
が
困
難
に
な
る
と
の
事
情
が
あ

っ
た
た
め
だ
。

１
月
５
日
の
年
頭
記
者
会
見
。
首
相
は

解
散
に
つ
い
て
問
わ
れ「
目
の
前
の
課
題

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
か
わ
し

た
が
、「
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
」と
の

表
現
は
用
い
な
か
っ
た
。
完
全
否
定
は
避

け
る
の
が
常
道
と
は
い
え
、
微
妙
な
発
言

の
変
化
に
、
首
相
の「
思
い
」が
に
じ
ん

で
い
た
。
昨
年
12
月
か
ら
年
初
に
か
け
て

の
動
き
か
ら
、
首
相
が
大
勝
負
に
出
る
可

能
性
は
あ
る
と
み
て
、
政
治
部
は
警
戒
を

続
け
て
い
た
。

届
け
ら
れ
た
情
勢
調
査
の
結
果

１
月
９
日
、
首
相
の
も
と
に
、
党
が
年

首
相
は
、
自
民
の
鈴
木
俊
一
幹
事
長
に

も
事
前
に
相
談
し
て
い
な
か
っ
た
。「
解

散
検
討
」が
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
た
１
月
10

日
は
与
党
内
に
も
衝
撃
が
広
が
り
、
総
務

省
は「
至
急
の
連
絡
」と
し
て
各
都
道
府

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
準
備
を

促
す
事
務
連
絡
を
出
し
た
。

首
相
は
周
囲
に「
最
短
で
戦
う
」と
の

決
意
も
示
し
て
い
た
。
読
売
新
聞
は
１
月

14
日
に
は「
衆
院
投
開
票
　
来
月
８
日

軸
」と
報
じ
た
。
首
相
は
１
月
19
日
の
記

者
会
見
で
、
本
紙
が
報
じ
た
通
り
、
通
常

国
会
冒
頭
に
解
散
し
、
２
月
８
日
投
開
票

と
す
る
意
向
を
表
明
し
た
。
解
散
判
断
に

は
政
権
の
命
運
が
か
か
る
だ
け
に
、
政
治

情
勢
の
変
化
が
あ
れ
ば
影
響
を
受
け
か
ね

な
い
。
一
連
の
報
道
が
裏
付
け
ら
れ
、
ホ

ッ
と
す
る
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
、
超
短

期
決
戦
の
決
定
を
伝
え
る
紙
面
作
り
に
追

わ
れ
る
一
日
と
な
っ
た
。

解
散
は
政
治
取
材
の
最
重
要
テ
ー
マ
と

言
え
る
が
、
情
報
管
理
が
徹
底
さ
れ
、
報

じ
る
判
断
は
極
め
て
難
し
い
。
政
局
担
当

の
デ
ス
ク
と
し
て
、
政
治
部
の
総
力
を
結

集
し
た
解
散
報
道
に
携
わ
れ
、
政
治
記
者

冥
利
に
尽
き
る
経
験
と
な
っ
た
。
今
後
も

地
殻
変
動
が
起
き
た
政
治
の
行
方
を
伝
え

る
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
。

記者会見で衆院解散を表明する高市首相（１月19日
/首相官邸/読売新聞社提供）

か
い
や
・
み
ち
た
か
▼
2
0
0
2
年
入
社
　
政

治
部
で
首
相
官
邸
・
与
党
・
外
務
省
の
各
キ
ャ

ッ
プ
　
17
年
〜
20
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
　

25
年
か
ら
現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

明
け
に
ひ
そ
か
に
実
施
し
た
衆
院

選
情
勢
調
査
の
結
果
が
届
け
ら
れ

た
。
昨
年
11
月
中
旬
の
調
査
よ
り

自
民
党
の
獲
得
議
席
は
伸
び
て
い

た
。取

材
結
果
を
慎
重
に
見
極
め
、

読
売
新
聞
は
同
日
、「
解
散
検
討
」

と
報
じ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
た
成
果
を
し
っ
か

り
と
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
首
相
官

邸
、
与
党
両
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
ッ
プ

ら
と
と
も
に
紙
面
を
仕
上
げ
て
い

っ
た
。
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青
森
県�

豪
雪
下
の
衆
院
選�

佐
々
木

　大
輔（
東
奥
日
報
社
報
道
部
）

災
害
に
急
変 

論
戦
の
み
込
む

選
挙
報
道
と
並
行 

総
力
戦

世
界
有
数
の
豪
雪
都
市
と
さ
れ
る
青
森

市
だ
が
、
今
冬
は
ま
さ
に
災
害
だ
っ
た
。

衆
院
解
散
前
日
の
１
月
22
日
、
市
街
地
の

積
雪
が
１
０
０
㌢
に
到
達
。
降
り
や
ま
な

い
雪
に
埋
も
れ
始
め
た
街
で
、
異
例
の
豪

雪
選
挙
が
迫
っ
て
い
た
。

青
森
県
内
は
１
年
前
も
年
末
年
始
を
挟

ん
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
支
障
を
来
し
、
死
者
も
出
た

雪
害
は
県
民
の
記
憶
に
新
し
い
。
東
奥
日

報
社
報
道
部
は
県
内
支
社
局
と
連
携
し
、

厳
冬
期
を
前
に
吹
い
た
解
散
風
に
頭
を
悩

ま
せ
る
関
係
者
の
動
き
を
追
っ
た
。

埋
も
れ
た
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板

一
部
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
投
票
日
の

悪
天
候
を
念
頭
に
、
投
票
終
了
時
刻
の
繰

り
上
げ
を
決
定
。
弘
前
市
は
除
雪
作
業
の

負
担
な
ど
を
理
由
に
、
市
内
に
約
６
０
０

カ
所
あ
る
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
場
を
６

分
の
１
ま
で
減
ら
し
た
。
高
市
早
苗
首
相

の
解
散
表
明
前
か
ら
既
に
雪
が
積
み
上
が

り
、
公
示
ま
で
に
設
置
で
き
そ
う
に
な
い

箇
所
が
県
内
各
地
で
散
見
さ
れ
た
。

あ
る
自
民
党
陣
営
は「
高
齢
の
支
持
者

を
寒
い
街
頭
に
立
た
せ
ら
れ
な
い
」と
、

早
々
に
屋
外
で
の
遊
説
を
断
念
。
第
一
声

を
含
め
、
公
民
館
な
ど
を
転
々
と
し
た
。

本
紙
は
公
示
翌
日
の
28
日
付
で「
大
雪
　

厳
寒
　
異
例
の
風
景
」と
の
見
出
し
で
、

雪
に
埋
も
れ
気
味
の
掲
示
板
に
ポ
ス
タ
ー

を
張
る
陣
営
ス
タ
ッ
フ
、
う
ず
た
か
い
雪

壁
を
背
に
立
つ
聴
衆
の
様
子
を
報
道
。
雪

だ
る
ま
が
並
ぶ
天
気
予
報
と
、
に
ら
め
っ

こ
し
な
が
ら
の
選
挙
が
始
ま
っ
た
。

同
じ
日
の
紙
面
に
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し

中
に
転
落
し
た
と
み
ら
れ
る
高
齢
女
性
の

死
亡
事
故
が
載
っ
た
。
公
示
後
、
青
森
市

を
中
心
に
積
雪
が
急
増
し
、被
害
が
拡
大
。

除
排
雪
が
追
い
つ
か
ず
、
雪
深
い
悪
路
で

渋
滞
や
車
の
ス
タ
ッ
ク（
立
ち
往
生
）が

頻
発
し
た
。
鉄
路
も
ス
ト
ッ
プ
。
安
全
な

通
学
路
を
確
保
で
き
ず
、
休
校
措
置
も
相

次
い
だ
。
連
日
の
雪
か
き
に
追
わ
れ
る

人
々
の
疲
弊
は
色
濃
く
、
本
紙
は
豪
雪
取

材
に
も
総
出
で
対
応
。
31
日
に
は
冬
季
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も
県
内
で
開
幕
し
、
選

挙
、
豪
雪
、
国
ス
ポ
に
人
員
と
紙
面
を
割

い
た
。

２
月
１
日
、
県
都
の
積
雪
が
一
時
１
８

３
㌢
に
達
し
た
。
県
は
21
市
町
村
に
災
害

救
助
法
を
適
用
し
、
自
衛
隊
に
青
森
市
へ

の
災
害
派
遣
を
要
請
。
雪
が
災
害
に
変
わ

っ
た
。
吹
雪
で
は
選
挙
カ
ー
の
連
呼
も
有

権
者
の
耳
に
届
か
ず
、
雪
道
で
ス
タ
ッ
ク

や
脱
輪
す
る
陣
営
も
出
始
め
た
。
演
説
会

の
動
員
は
屋
内
で
も
大
幅
に
減
少
。
取
材

者
側
と
し
て
も
聴
衆
の
熱
気
な
ど
、
選
挙

戦
の
空
気
感
を
推
し
量
る
機
会
が
限
ら

れ
、
も
ど
か
し
さ
が
募
っ
た
。
除
排
雪
が

行
き
届
か
な
い
住
宅
街
に
立
つ
掲
示
板

は
、
と
う
と
う
雪
に
覆
い
尽
く
さ
れ
、
存

在
が
消
え
た
。

高
市
旋
風
も「
雪
で
相
殺
」

「
選
挙
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
」。
同
僚
記
者

が
雪
深
い
リ
ン
ゴ
園
地
に
出
向
く
と
、
生

産
者
の
１
人
は
嘆
い
た
。
農
業
の
現
場
は

昨
冬
、
果
樹
の
幹
が
折
れ
る
な
ど
雪
害
に

苦
し
ん
だ
。
投
票
日
も
雪
が
降
り
、
青
森

市
の
投
票
率
は
前
回
選
を
10
㌽
近
く
下
回

っ
た
。
豪
雪
は
有
権
者
の
顔
も
見
え
づ
ら

く
し
、
圧
勝
し
た
自
民
候
補
で
あ
っ
て
も

選
挙
中
は
、
全
国
的
に
吹
い
た
高
市
旋
風

を「
雪
で
相
殺
さ
れ
て
い
る
」と
い
ぶ
か

し
む
ほ
ど
だ
っ
た
。

紙
面
で
は
豪
雪
に
右
往
左
往
す
る
様
子

だ
け
で
な
く
、
山
間
部
に
バ
ス
で
出
向
く

移
動
期
日
前
投
票
所
な
ど
、
投
票
率
の
低

下
を
防
ぐ
取
り
組
み
も
紹
介
。
コ
メ
や
地

域
医
療
な
ど
、
県
内
の
実
情
に
落
と
し
込

ん
だ
政
策
連
載
は
８
回
続
き
で
掲
載
し
、

判
断
材
料
の
提
供
に
努
め
た
。
し
か
し
結

果
と
し
て
陣
営
、
有
権
者
、
報
道
機
関
の

そ
れ
ぞ
れ
が
、
豪
雪
対
応
に
労
力
を
割
か

ざ
る
を
得
ず
、
重
要
課
題
の
論
戦
が
深
ま

っ
た
と
は
言
い
難
い
。

降
雪
が
減
っ
た
今
、
県
民
の
関
心
は
除

排
雪
の
検
証
に
移
り
つ
つ
あ
る
。
加
え
て

災
害
下
の
選
挙
報
道
に
対
す
る
検
証
も
必

要
だ
ろ
う
。
正
直
、
厳
冬
期
の
大
型
選
挙

は
も
う
勘
弁
願
い
た
い
の
が
本
音
だ
が
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

さ
さ
き
・
だ
い
す
け
▼
2
0
0
9
年
入
社
　
青

森
県
警
・
司
法
キ
ャ
ッ
プ
　
東
京
支
社
編
集
部

を
経
て
　
23
年
か
ら
報
道
部
で
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
・
原
子
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
担
当

雪の中に設置された掲示板に選挙ポスターを張る男
性（１月27日/青森市/東奥日報社提供）
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一
字
一
句
、
丁
寧
に
字
解
き
し
て
い
く

読
み
合
わ
せ
。
15
年
前
、
新
聞
記
者
の
基

礎
と
心
構
え
を
学
ぶ
入
社
前
研
修
の「
教

材
」は
、
岩
手
日
報
社
が
東
日
本
大
震
災

３
日
後
か
ら
約
５
万
人
を
掲
載
し
た
避
難

者
名
簿
だ
っ
た
。
記
者
が
避
難
所
を
訪
ね

て
情
報
を
集
め
、
不
確
定
な
文
字
は「
●
」

で
示
し
た
紙
面
は
、
当
時
の
新
聞
の「
常

識
」を
超
え
て
県
民
の
命
を
つ
な
い
だ
軌

跡
だ
っ
た
と
後
に
知
っ
た
。

■
遺
族
取
材
機
に
会
社
を
離
れ

２
０
１
１
年
11
月
、
当
時
県
警
担
当
だ

っ
た
私
は
津
波
被
害
が
甚
大
な
岩
手
県
の

沿
岸
部
に
入
っ
た
。
犠
牲
者
の
生
前
の
記

録
を
残
す
た
め
顔
写
真
と
人
柄
を
紹
介
し

た
企
画「
忘
れ
な
い
」。
初
動
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
を
一
軒
一

軒
訪
ね
て
ご
遺
族
の
思
い
に
耳
を
傾
け
る

取
材
を
数
カ
月
重
ね
た
。

新
米
記
者
の
私
は
、
が
む
し
ゃ
ら
に
声

を
集
め
た
。
内
陸
部
で
育
ち
、
土
地
勘
も

な
け
れ
ば
、「
浜
の
暮
ら
し
」に
想
像
も

及
ば
な
い
。
そ
ん
な
中
で
多
く
の
失
礼
を

入
社
15
年
記
者�

小
野
寺

　隼
矢（
岩
手
日
報
社
花
巻
支
局
長
）

命
守
る
報
道
の
模
索
続
け

備
え
の
意
識
を
次
世
代
へ

働
い
た
と
思
う
。
私
は
、
あ
る
ご
遺
族
に

「（
故
人
は
）津
波
か
ら
一
度
避
難
し
た
の

に
、
な
ぜ
危
険
区
域
に
あ
る
自
宅
に
戻
っ

た
の
で
す
か
」と
聞
い
た
。「
親
を
残
し

て
逃
げ
ら
れ
る
か
。
あ
ん
た
に
私
の
何
が

分
か
る
」。
こ
の
言
葉
は
、
今
も
胸
の
奥

深
く
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
。

こ
の
企
画
取
材
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

転
機
に
な
っ
た
。「
机
上
の
論
を
超
え
て
、

命
を
守
る
報
道
と
は
何
か
」。
大
局
的
な

観
点
か
ら
突
き
詰
め
て
み
た
い
と
考
え

た
。
一
度
会
社
を
離
れ
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

協
力
隊
と
し
て
中
米
・
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

へ
赴
き
、
異
文
化
の
災
害
常
襲
地
で
減
災

活
動
の
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。
復
職

後
は
海
外
取
材
の
機
会
を
頂
き
、
地
震
津

波
被
害
が
多
発
す
る
メ
キ
シ
コ
や
チ
リ
の

被
災
者
の
声
に
も
耳
を
傾
け
た
。

こ
れ
ら
の
過
程
で
見
え
た
こ
と
が
一
つ

あ
る
。
世
界
の
多
く
で
次
な
る
災
害
へ
の

備
え
に
人
の
営
み
の
活
字
の
記
録
が
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
命
を
守
っ
た
知
恵
は

当
然
、
そ
れ
が
な
し
得
な
か
っ
た
人
々
の

後
悔
も
大
切
な
教
訓
と
し
て
紡
が
れ
る
。

■
取
材
通
し
て
防
災
の
話
題
広
げ

震
災
か
ら
間
も
な
く
15
年
。「
あ
の
日
」

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
も
う
す
ぐ
高
校
生

に
な
る
。
私
た
ち
伝
え
る
側
の
一
線
記
者

も
、
災
禍
を
直
接
経
験
し
て
い
な
い
世
代

が
多
く
な
っ
た
。「
自
分
は
当
時
を
知
ら

な
い
か
ら
」と
一
歩
引
い
て
し
ま
う
住
民

も
、
後
輩
記
者
の
存
在
も
年
々
増
え
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
く
し
く
も
、
震
災
と

共
に
記
者
人
生
を
歩
ん
で
き
た
私
。
個
人

的
に
一
つ
の
節
目
を
前
に
、取
材
の
場
で
、

社
内
外
で
、
記
事
で
伝
え
る
本
業
を
超
え

た
役
割
の
意
義
も
感
じ
つ
つ
あ
る
。

昨
年
11
月
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
震
災

津
波
と
豪
雨
で
２
度
も
自
宅
が
被
災
し
、

私
が
現
在
勤
務
す
る
内
陸
部
の
岩
手
県
花

巻
市
に
移
っ
た
女
性
を
取
材
し
た
。
女
性

は
転
居
後
10
年
ほ
ど
続
け
た
魚
介
類
販
売

の
仕
事
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
新
た
に
月

１
回
の
子
ど
も
食
堂
を
開
い
て
い
た
。

そ
の
機
会
に
お
邪
魔
し
、
取
材
の
傍
ら

食
卓
を
囲
む
子
ど
も
た
ち
に
震
災
の
話
を

持
ち
出
し
て
み
た
。
内
陸
育
ち
の
子
た
ち

は
津
波
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
様
子
。

そ
れ
で
も
身
近
な
防
災
テ
ー
マ
に
話
題
を

変
え
る
と
、
小
学
校
で
起
震
車
に
乗
っ
た

経
験
や
、
沿
岸
に
海
水
浴
に
行
っ
た
際
、

家
族
が
車
に
非
常
用
食
料
を
詰
め
込
ん
で

行
っ
た
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
流
れ
で
食
堂
を
主
宰
す
る
女
性
の

背
景
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
震
災
の

こ
と
に
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
。
公

私
の
線
引
き
は
当
然
意
識
し
つ
つ
だ
が
、

取
材
を
通
し
て
防
災
の
話
題
を
広
げ
た

り
、
住
民
同
士
を
つ
な
ぐ
潤
滑
油
に
な
れ

た
こ
と
が
少
し
う
れ
し
か
っ
た
。

地
方
紙
の
記
者
は
、
こ
の
地
で
暮
ら
す

１
人
の
住
民
で
も
あ
る
。
同
じ
岩
手
県
で

も
、
私
が
暮
ら
す
内
陸
と
沿
岸
で
は
、
次

な
る
備
え
へ
の
意
識
差
も
あ
る
。
次
世
代

に
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
、
復

興
の
現
場
を
伝
え
続
け
る
使
命
と
実
践
と

共
に
、
そ
の
中
で
授
か
っ
た
知
見
を
地
域

に
還
元
し
て
い
き
た
い
。

東日本大震災３日後から紙面に掲載された避難者名簿
（2011年３月14日付岩手日報紙面／岩手日報社提供）
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４
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安
倍
元
首
相
銃
撃�

山
上
被
告
に
無
期
懲
役�

宝
田

　良
平（
産
経
新
聞
大
阪

報
道
本
部
部
次
長
）

「
な
ぜ
銃
口
を
」見
え
ぬ
接
点

復
讐
の「
物
語
」に
は
違
和
感

法
廷
の
山
上
徹
也
被
告（
45
）は
、
映

像
で
何
度
も
見
た
事
件
前
後
の
姿
よ
り
い

く
ぶ
ん
肉
が
つ
き
、
伸
び
た
長
髪
を
後
ろ

で
束
ね
て
い
た
。
被
告
人
質
問
で
は
、
言

葉
を
探
す
よ
う
に
考
え
込
む
場
面
が
何
度

も
あ
り
、
真し

ん

摯し

に
供
述
し
て
い
る
と
感
じ

た
。
だ
か
ら
余
計
に
疑
問
だ
っ
た
。
な
ぜ
、

安
倍
晋
三
元
首
相
に
銃
口
を
向
け
た
の

か
。裁

判
官
に
殺
害
の「
目
的
」を
問
わ
れ

た
と
き
の
こ
と
。
傍
聴
し
て
い
た
同
僚
記

者
に
よ
る
と
、
証
言
台
の
山
上
被
告
は
目

を
伏
せ
、
し
ば
し
沈
黙
し
た
。「
別
の
機

会
に
」。
裁
判
官
が
さ
ら
に
動
機
に
絡
む

質
問
を
重
ね
た
。被
告
は
ま
た
押
し
黙
り
、

「
も
う
少
し
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
」

と
答
え
を
留
保
し
た
。

被
告
自
身
が「
な
ぜ
」に
対
す
る
明
確

な
回
答
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
―
。
一

連
の
公
判
で
何
度
も
思
っ
た
。
取
材
班
の

複
数
の
記
者
も
同
じ
感
想
だ
っ
た
。

教
団
と
の
関
係
に
関
心
が
集
中

２
０
２
２
年
７
月
８
日
、
安
倍
氏
は
奈

良
市
で
街
頭
演
説
中
に
銃
撃
さ
れ
た
。
逮

捕
さ
れ
た
山
上
被
告
が
旧
統
一
教
会（
現

世
界
平
和
統
一
家
庭
連
合
）へ
の
恨
み
を

供
述
し
て
い
る
こ
と
が
程
な
く
明
ら
か

に
。
で
は
、
教
団
と
安
倍
氏
を
結
ぶ
も
の

は
何
か
。
山
上
被
告
の
具
体
的
な
供
述
が

漏
れ
て
こ
な
い
中
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
は

そ
の
点
に
凝
縮
さ
れ
、
以
降
安
倍
氏
を
は

じ
め
と
す
る
自
民
党
の
政
治
家
と
教
団
と

の
つ
な
が
り
が
連
日
報
じ
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
長
き
に
わ
た
る
公
判
前
整
理

手
続
き
を
経
て
、
奈
良
地
裁
で
初
公
判
が

開
か
れ
た
の
は
昨
年
10
月
28
日
。
事
件
の

「
真
相
」や「
意
味
」は
そ
れ
ま
で
の
３
年

の
間
に
先
取
り
し
て
語
ら
れ
続
け
た
。

公
判
で
は
、
親
の
信
仰
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る

「
宗
教
２
世
」と
し
て
の
山
上
被
告
の
不

幸
が
、
詳
細
に
取
り
調
べ
ら
れ
た
。
父
親

は
被
告
が
幼
い
こ
ろ
に
自
殺
。
一
つ
年
長

の
兄
は
脳
に
腫
瘍
が
あ
り
、
何
度
も
手
術

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
母
親
は
、
そ
の
兄

の
命
を
守
り
た
い
と
教
団
に
す
が
っ
た
。

総
額
で
約
１
億
円
を
献
金
し
、
一
家
は
困

窮
。
教
団
を
憎
む
兄
は
被
告
が
35
歳
の
と

き
自
ら
命
を
絶
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
被

告
は「
統
一
教
会
に
一
矢
報
い
る
」こ
と

を
自
分
の「
人
生
の
意
味
」と
定
め
た
。

証
人
出
廷
し
た
妹
は
、
信
仰
に
傾
倒
し

た
母
親
に
つ
い
て「
母
の
皮
を
か
ぶ
っ
た

信
者
」と
涙
な
が
ら
に
語
っ
た
。
そ
の
母

親
は
法
廷
で「
教
団
に
ち
や
ほ
や
さ
れ
、

有
頂
天
に
な
っ
て
い
た
」と
過
ち
を
認
め

た
。
退
廷
の
際
は「
て
っ
ち
ゃ
ん
、
ご
め

ん
ね
」と
不
規
則
発
言
も
し
た
。

「
襲
撃
あ
り
き
」だ
っ
た
の
で
は

弁
護
側
は
被
告
の
生
い
立
ち
が「
宗
教

的
虐
待
」に
当
た
る
と
主
張
し
た
。
確
か

に
成
人
ま
で
の
境
遇
は
悲
惨
だ
。
教
団
を

憎
悪
し
た
の
も
理
解
で
き
る
。
こ
れ
が
裁

判
ま
で
に
先
取
り
さ
れ
、
多
く
の
人
が
同

情
を
寄
せ
た
山
上
被
告
の「
物
語
」だ
。

だ
が「
物
語
」に
は
続
き
が
あ
る
。
被

告
が
安
倍
氏
を
標
的
に
定
め
た
の
は
事
件

の
５
日
前
。
か
ね
て
計
画
し
て
い
た
韓
国

の
教
団
幹
部
の
襲
撃
を
あ
き
ら
め
た
の

は
、
端
的
に
仕
事
を
辞
め
て
金
に
困
り
、

幹
部
の
来
日
を
待
つ
経
済
的
余
裕
が
な
く

な
っ
た
か
ら
だ
。

被
告
は
犯
行
に
使
用
し
た
手
製
銃
の
こ

と
に
触
れ
、「
使
わ
な
い
の
な
ら
何
の
た

め
に
時
間
と
労
力
を
か
け
た
か
分
か
ら
な

い
」と
述
べ
た
。
そ
し
て「
安
倍
氏
が（
教

団
と
）全
く
関
係
が
な
か
っ
た
わ
け
で
も

な
い
」と
も
弁
解
し
た
。

ま
ず
襲
撃
あ
り
き
。
だ
か
ら「
な
ぜ
安

倍
氏
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」と
い
う

問
い
に
、
い
つ
も
窮
し
た
の
だ
。

私
は
、
不
遇
な
生
い
立
ち
の
末
の
復ふ

く

讐し
ゅ
う

譚た
ん

と
し
て
流
布
す
る
山
上
被
告
の「
物

語
」に
違
和
感
を
覚
え
ず
に
い
ら
れ
な

い
。
被
告
の
主
観
に
お
い
て
も
、
復
讐
の

必
然
性
の
な
い
相
手
を
殺
害
し
た
か
ら

だ
。
安
倍
氏
を
教
団
の
庇
護
者
の
よ
う
に

強
調
す
れ
ば「
物
語
」に
筋
を
通
せ
た
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
被
告
は
そ
れ
を
し
な

か
っ
た
。

１
月
21
日
の
判
決
は
被
告
に
無
期
懲
役

を
言
い
渡
し
た
。
被
告
は
控
訴
し
た
。

奈良地裁の裁判員裁判で無期懲役を言い渡された山上
徹也被告＝イラスト・山川昂（産経新聞社提供）
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一
字
一
句
、
丁
寧
に
字
解
き
し
て
い
く

読
み
合
わ
せ
。
15
年
前
、
新
聞
記
者
の
基

礎
と
心
構
え
を
学
ぶ
入
社
前
研
修
の「
教

材
」は
、
岩
手
日
報
社
が
東
日
本
大
震
災

３
日
後
か
ら
約
５
万
人
を
掲
載
し
た
避
難

者
名
簿
だ
っ
た
。
記
者
が
避
難
所
を
訪
ね

て
情
報
を
集
め
、
不
確
定
な
文
字
は「
●
」

で
示
し
た
紙
面
は
、
当
時
の
新
聞
の「
常

識
」を
超
え
て
県
民
の
命
を
つ
な
い
だ
軌

跡
だ
っ
た
と
後
に
知
っ
た
。

■
遺
族
取
材
機
に
会
社
を
離
れ

２
０
１
１
年
11
月
、
当
時
県
警
担
当
だ

っ
た
私
は
津
波
被
害
が
甚
大
な
岩
手
県
の

沿
岸
部
に
入
っ
た
。
犠
牲
者
の
生
前
の
記

録
を
残
す
た
め
顔
写
真
と
人
柄
を
紹
介
し

た
企
画「
忘
れ
な
い
」。
初
動
メ
ン
バ
ー

と
な
り
、
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
を
一
軒
一

軒
訪
ね
て
ご
遺
族
の
思
い
に
耳
を
傾
け
る

取
材
を
数
カ
月
重
ね
た
。

新
米
記
者
の
私
は
、
が
む
し
ゃ
ら
に
声

を
集
め
た
。
内
陸
部
で
育
ち
、
土
地
勘
も

な
け
れ
ば
、「
浜
の
暮
ら
し
」に
想
像
も

及
ば
な
い
。
そ
ん
な
中
で
多
く
の
失
礼
を

入
社
15
年
記
者�

小
野
寺

　隼
矢（
岩
手
日
報
社
花
巻
支
局
長
）

命
守
る
報
道
の
模
索
続
け

備
え
の
意
識
を
次
世
代
へ

働
い
た
と
思
う
。
私
は
、
あ
る
ご
遺
族
に

「（
故
人
は
）津
波
か
ら
一
度
避
難
し
た
の

に
、
な
ぜ
危
険
区
域
に
あ
る
自
宅
に
戻
っ

た
の
で
す
か
」と
聞
い
た
。「
親
を
残
し

て
逃
げ
ら
れ
る
か
。
あ
ん
た
に
私
の
何
が

分
か
る
」。
こ
の
言
葉
は
、
今
も
胸
の
奥

深
く
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
。

こ
の
企
画
取
材
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

転
機
に
な
っ
た
。「
机
上
の
論
を
超
え
て
、

命
を
守
る
報
道
と
は
何
か
」。
大
局
的
な

観
点
か
ら
突
き
詰
め
て
み
た
い
と
考
え

た
。
一
度
会
社
を
離
れ
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外

協
力
隊
と
し
て
中
米
・
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル

へ
赴
き
、
異
文
化
の
災
害
常
襲
地
で
減
災

活
動
の
実
態
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。
復
職

後
は
海
外
取
材
の
機
会
を
頂
き
、
地
震
津

波
被
害
が
多
発
す
る
メ
キ
シ
コ
や
チ
リ
の

被
災
者
の
声
に
も
耳
を
傾
け
た
。

こ
れ
ら
の
過
程
で
見
え
た
こ
と
が
一
つ

あ
る
。
世
界
の
多
く
で
次
な
る
災
害
へ
の

備
え
に
人
の
営
み
の
活
字
の
記
録
が
生
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
命
を
守
っ
た
知
恵
は

当
然
、
そ
れ
が
な
し
得
な
か
っ
た
人
々
の

後
悔
も
大
切
な
教
訓
と
し
て
紡
が
れ
る
。

■
取
材
通
し
て
防
災
の
話
題
広
げ

震
災
か
ら
間
も
な
く
15
年
。「
あ
の
日
」

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
も
う
す
ぐ
高
校
生

に
な
る
。
私
た
ち
伝
え
る
側
の
一
線
記
者

も
、
災
禍
を
直
接
経
験
し
て
い
な
い
世
代

が
多
く
な
っ
た
。「
自
分
は
当
時
を
知
ら

な
い
か
ら
」と
一
歩
引
い
て
し
ま
う
住
民

も
、
後
輩
記
者
の
存
在
も
年
々
増
え
て
い

る
と
感
じ
て
い
る
。
く
し
く
も
、
震
災
と

共
に
記
者
人
生
を
歩
ん
で
き
た
私
。
個
人

的
に
一
つ
の
節
目
を
前
に
、取
材
の
場
で
、

社
内
外
で
、
記
事
で
伝
え
る
本
業
を
超
え

た
役
割
の
意
義
も
感
じ
つ
つ
あ
る
。

昨
年
11
月
。
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
震
災

津
波
と
豪
雨
で
２
度
も
自
宅
が
被
災
し
、

私
が
現
在
勤
務
す
る
内
陸
部
の
岩
手
県
花

巻
市
に
移
っ
た
女
性
を
取
材
し
た
。
女
性

は
転
居
後
10
年
ほ
ど
続
け
た
魚
介
類
販
売

の
仕
事
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
新
た
に
月

１
回
の
子
ど
も
食
堂
を
開
い
て
い
た
。

そ
の
機
会
に
お
邪
魔
し
、
取
材
の
傍
ら

食
卓
を
囲
む
子
ど
も
た
ち
に
震
災
の
話
を

持
ち
出
し
て
み
た
。
内
陸
育
ち
の
子
た
ち

は
津
波
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
様
子
。

そ
れ
で
も
身
近
な
防
災
テ
ー
マ
に
話
題
を

変
え
る
と
、
小
学
校
で
起
震
車
に
乗
っ
た

経
験
や
、
沿
岸
に
海
水
浴
に
行
っ
た
際
、

家
族
が
車
に
非
常
用
食
料
を
詰
め
込
ん
で

行
っ
た
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

そ
の
流
れ
で
食
堂
を
主
宰
す
る
女
性
の

背
景
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
震
災
の

こ
と
に
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
た
。
公

私
の
線
引
き
は
当
然
意
識
し
つ
つ
だ
が
、

取
材
を
通
し
て
防
災
の
話
題
を
広
げ
た

り
、
住
民
同
士
を
つ
な
ぐ
潤
滑
油
に
な
れ

た
こ
と
が
少
し
う
れ
し
か
っ
た
。

地
方
紙
の
記
者
は
、
こ
の
地
で
暮
ら
す

１
人
の
住
民
で
も
あ
る
。
同
じ
岩
手
県
で

も
、
私
が
暮
ら
す
内
陸
と
沿
岸
で
は
、
次

な
る
備
え
へ
の
意
識
差
も
あ
る
。
次
世
代

に
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
、
復

興
の
現
場
を
伝
え
続
け
る
使
命
と
実
践
と

共
に
、
そ
の
中
で
授
か
っ
た
知
見
を
地
域

に
還
元
し
て
い
き
た
い
。

東日本大震災３日後から紙面に掲載された避難者名簿
（2011年３月14日付岩手日報紙面／岩手日報社提供）

お
の
で
ら
・
じ
ゅ
ん
や
▼
2
0
1
1
年
入
社
　

報
道
部
　
遠
野
支
局
　
国
際
部
な
ど
を
経

て
　
24
年
４
月
よ
り
現
職

特 集　3.11から15年　入社15年記者
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特 集　3.11から15年　東電福島第１原発

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
15

年
と
な
る
が
、福
島
県
の
復
興
は
途
上
だ
。

今
も
約
２
万
４
千
人
が
古
里
を
離
れ
避
難

先
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
除
染
で
出
た
東

京
ド
ー
ム
11
杯
分
に
上
る
大
量
の
土
は
被

災
地
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
原
発
周
辺
の

７
市
町
村
に
残
る
帰
還
困
難
区
域
は
自
由

に
出
入
り
で
き
な
い
。
県
産
品
へ
の
風
評

も
根
強
く
、
海
外
で
は
５
カ
国
・
地
域
が

輸
入
規
制
を
続
け
て
い
る
。
復
興
へ
向
か

う
先
に
横
た
わ
る
お
よ
そ
全
て
の
課
題
は

事
故
に
起
因
す
る
。

被
災
地
は「
復
興
の
大
前
提
」と
し
て

廃
炉
の
進
展
を
政
府
、
東
電
に
求
め
続
け

て
き
た
。
現
状
は
ど
う
か
。
原
発
敷
地
内

で
は
除
染
が
進
み
、
全
体
の
96
％
が
防
護

服
が
不
要
の「
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
」と
な

っ
た
。
２
０
１
２
年
秋
に
初
め
て
原
発
を

視
察
し
た
際
は
防
護
服
の
着
用
が
必
須

で
、
頭
部
を
圧
迫
す
る
マ
ス
ク
の
苦
痛
と

闘
い
な
が
ら
取
材
し
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
線
量
計
が
高
線
量
を
感
知
し
警
報
音

を
発
す
る
た
び
に
身
が
す
く
み
、
目
を
向

け
た
あ
ち
こ
ち
に
が
れ
き
が
散
乱
し
て
い

東
電
福
島
第
１
原
発�

辺
見

　祐
介（
福
島
民
友
新
聞
社
東
京
支
社
報
道
部
主
任
）

廃
炉
の
道
の
り 

依
然
遠
く

デ
ブ
リ
取
り
出
し 

進
展
が
鍵

た
。
当
時
と
比
べ
れ
ば
、
廃
炉
に
向
け
た

作
業
環
境
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。

た
だ
、
実
現
へ
の
道
の
り
は
依
然
と
し

て
遠
い
。
１
～
３
号
機
に
計
８
８
０
㌧
あ

る
と
さ
れ
る
溶
け
落
ち
た
核
燃
料（
デ
ブ

リ
）が
最
大
の
壁
だ
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
、
人
が
近
づ
け
ば
死
に
至
る
ほ

ど
の
放
射
線
を
出
す
デ
ブ
リ
を
取
り
出
せ

る
か
が
成
否
を
左
右
す
る
。

■「
確
実
な
一
歩
」「
わ
ず
か
１
㌘
」

政
府
は
19
年
12
月
、
事
故
収
束
と
廃
炉

に
向
け
た
工
程
表「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」で
、
２
号
機
で
試
験
的
な
取
り
出
し

を
始
め
る
方
針
を
明
記
。
水
素
爆
発
を
起

こ
さ
な
か
っ
た
２
号
機
は
、
爆
発
で
建
屋

の
一
部
が
壊
れ
た
１
、
３
号
機
と
比
べ
て

放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る
機
能
が
高
い

た
め
だ
。
初
回
の
24
年
11
月
に
０
・７
㌘
、

２
回
目
の
25
年
４
月
に
０
・
２
㌘
を
回
収

し
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
）な
ど
は
回
収
物
の
分
析
を
進
め
て
い

る
。
既
に
人
の
力
で
砕
け
る
ほ
ど
の
硬
さ

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、
科
学
者

ら
は
今
後
の
本
格
的
な
取
り
出
し
に
向
け

た
知
見
に
役
立
つ
と
期
待
し「
廃
炉
へ
の

確
実
な
一
歩
」と
自
負
す
る
。
一
方
で
、

一
日
も
早
い
廃
炉
の
完
了
を
望
む
被
災
地

で
は「
わ
ず
か
１
㌘
」と
落
胆
す
る
住
民

も
少
な
く
な
い
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完
了
目
標
は
ず
れ
込

む
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。
２
回
に
わ
た

る
試
験
的
取
り
出
し
も
、
当
初
は
21
年
の

開
始
予
定
が
、
装
置
の
開
発
遅
れ
な
ど
で

計
３
度
の
計
画
延
期
を
繰
り
返
し
た
。
東

電
が
３
号
機
か
ら
始
め
る
本
格
的
な
取
り

出
し
は
30
年
代
初
頭
の
着
手
を
想
定
し
た

が
、
設
備
の
設
計
や
内
部
調
査
な
ど
の
準

備
に
時
間
を
要
す
る
と
し
、
37
年
度
以
降

の
開
始
に
方
針
を
改
め
た
。

■
厳
し
い
目
を
向
け
続
け
る
必
要

政
府
、
東
電
は
51
年
ま
で
に
廃
炉
を
完

了
さ
せ
る
計
画
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
論
調

を
含
め
目
標
を
危
ぶ
む
声
は
強
ま
り
つ
つ

あ
る
。
復
興
に
関
わ
る
識
者
は
デ
ブ
リ
の

取
り
出
し
に「
１
７
０
年
程
度
は
か
か

る
」と
試
算
す
る
。
そ
れ
で
も
、
被
災
地

で
は「
51
年
廃
炉
完
了
」の
目
標
は
堅
持

す
る
べ
き
と
の
意
見
が
目
立
つ
。
期
限
の

延
長
は
復
興
の
遅
れ
に
直
結
す
る
こ
と

や
、「
時
間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
、

東
電
側
は
廃
炉
を
急
ぐ
姿
勢
に
真
剣
味
を

欠
く
」と
の
懸
念
が
背
景
に
あ
る
。

政
府
は
原
発
を
最
大
限
に
活
用
す
る
政

策
に
転
じ
た
。
東
電
は
今
年
１
月
に
柏
崎

刈
羽
原
発
６
号
機（
新
潟
県
）を
再
稼
働

さ
せ
た
が
、
不
安
は
拭
え
な
い
。
こ
れ
ま

で
廃
炉
作
業
の
現
場
を
含
め
ト
ラ
ブ
ル
を

繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
だ
。
か
つ
て
原
発

を
担
当
し
て
い
た
先
輩
記
者
は
事
故
直
後

に「
原
子
炉
建
屋
は
何
が
起
き
て
も
壊
れ

な
い
と
、
東
電
の
言
い
分
を
信
じ
切
っ
て

い
た
」と
猛
省
し
た
。
過
酷
事
故
が
起
き

れ
ば
、
そ
の
影
響
は
半
永
久
的
に
続
く
。

メ
デ
ィ
ア
も
原
子
力
を
巡
る
電
力
事
業
者

の
姿
勢
に
厳
し
い
目
を
向
け
続
け
る
こ
と

が
、
安
全
を
守
る
力
と
な
る
。

へ
ん
み
・
ゆ
う
す
け
▼
2
0
0
5
年
入
社
　
報

道
部
　
南
会
津
支
局
長
　
ふ
た
ば
支
局
長
を

経
て
　
22
年
４
月
か
ら
現
職

No.673　2026.3.10　日本記者クラブ会報⃝12

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
15
年
。
時
間

の
捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
行
方
不

明
者
の
家
族
に
と
っ
て
は
た
い
へ
ん
重
い

歳
月
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
行
方
不
明
者

は
今
年
１
月
時
点
で
２
５
１
９
人
。
帰
ら

ぬ
人
を
待
つ
家
族
の
思
い
に
迫
り
た
い
。

河
北
新
報
朝
刊
で
２
月
か
ら
週
に
１
回
、

写
真
連
載
企
画「『
逢
い
た
い
』～
東
日
本

大
震
災
15
年
　
行
方
不
明
者
家
族
～
」を

始
め
た
。
11
組
の
家
族
を
４
月
ま
で
紹
介

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

河
北
新
報�

写
真
企
画「
逢
い
た
い
」�

佐
々
木

　浩
明（
河
北
新
報
社
編
集
委
員
）

行
方
不
明
者 

家
族
の
思
い

じ
っ
く
り
耳
傾
け 

姿
伝
え
る

企
画
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事

が
あ
っ
た
。
岩
手
県
山
田
町
の
当
時
６
歳

だ
っ
た
女
児
が
、
約
１
０
０
㌔
離
れ
た
宮

城
県
南
三
陸
町
の
海
岸
で
見
つ
か
り
、
昨

年
10
月
に
お
よ
そ
14
年
７
カ
月
ぶ
り
に
遺

族
の
元
に
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
母
親
は

「
喜
び
半
分
、
こ
ん
な
形
で
と
い
う
寂
し

さ
半
分
」と
語
り
、
遺
骨
の
入
っ
た
骨
壺

に
頰
ず
り
し
た
。
父
親
は「
や
っ
と
家
に

連
れ
て
帰
れ
る
」と
目
頭
を
押
さ
え
た
。

歯
の
鑑
定
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
、
遺
伝
子
検
査

護
で
忙
し
い
」「
取
材
は
も
う
い
い
」な
ど

と
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も

被
災
地
の
新
聞
社
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
積

み
上
げ
た
記
者
一
人
一
人
の
つ
な
が
り
に

助
け
ら
れ
た
。
紙
面
で
初
め
て
紹
介
す
る

人
も
加
え
て
、
取
り
上
げ
る
行
方
不
明
者

家
族
が
固
ま
っ
た
。

帰
り
を
待
つ
家
族
の
共
通
点
は
、「
曖
昧

な
喪
失
感
」を
抱
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
。「
ほ
ん
と
う
に
亡
く
な
っ
た
の
か
？
」

「
無
人
島
に
流
れ
着
い
て
ひ
ょ
っ
こ
り
現

れ
る
か
も
」。さ
よ
な
ら
も
言
わ
ず
に
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
大
切
な
あ
の
人
は
ど

こ
に

―
。
亡
く
な
っ
た
実
感
を
持
て
な

い
ま
ま
、
親
戚
な
ど
に
促
さ
れ
る
ま
ま
に

空
の
骨
壺
で
葬
儀
を
挙
げ
た
家
族
が
多

い
。区
切
り
に
な
ら
な
い
区
切
り
に
、亡
く

な
っ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
今
も

胸
中
は
複
雑
だ
。「
15
年
た
っ
た
か
ら
も
う

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」。
慰
め
と
思
っ
て

か
け
た
何
気
な
い
周
囲
か
ら
の
言
葉
に
、

傷
付
く
こ
と
も
あ
る
と
取
材
で
聞
い
た
。

２
月
１
日
付
の
初
回
に
掲
載
さ
れ
た
夫

婦
が
、
９
歳
だ
っ
た
長
女
を
捜
す
現
場
に

立
ち
会
っ
た
。
児
童
と
教
職
員
84
人
が
津

波
の
犠
牲
に
な
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
立
大

川
小
の
４
年
生
だ
っ
た
。
海
岸
の
砂
浜
で

冷
た
い
潮
風
を
受
け
な
が
ら
、
凍
え
る
手

で
ス
コ
ッ
プ
や
レ
ー
キ
を
持
ち
手
が
か
り

を
捜
す
。
小
さ
な
破
片
は
も
し
か
し
た
ら

娘
の
歯
や
骨
か
も
し
れ
な
い
。
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
作
業
す

る
。
母
親
は
手
が
か
り
が
見
つ
か
ら
ず
、

「
き
ょ
う
も
ま
た
、
娘
を
置
い
て
帰
る
の

か
」と
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
と
語
っ
た
。
震
災
発
生
時
か
ら
変

わ
ら
ぬ
気
持
ち
は
、
行
方
不
明
者
の
家
族

み
ん
な
一
緒
な
の
だ
と
感
じ
た
。
一
方
で

変
わ
っ
た
の
は
海
岸
線
。
漁
港
が
復
旧
し

巨
大
防
潮
堤
も
完
成
、
捜
索
で
き
る
場
所

は
め
っ
き
り
減
っ
た
。

■
家
族
と
読
者
と
被
災
地
の
15
年

行
方
不
明
者
家
族
の
思
い
を
、
ど
の
よ

う
に
写
真
で
表
す
の
か
。
写
真
映
像
部
の

取
材
班
４
人
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
取
材

を
進
め
て
い
る
。心
が
け
る
の
は
話
に
じ
っ

く
り
と
耳
を
傾
け
る
こ
と
。
奇
を
て
ら
っ

た
表
現
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
。
長
い
間

抱
え
て
き
た
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
う
写

真
に
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
駆
使
し
た
り
派
手

さ
を
求
め
た
り
す
る
必
要
は
な
い
。
淡
々

と
そ
の
姿
を
収
め
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族

が
抱
い
て
き
た
思
い
は
伝
わ
る
は
ず
。
写

真
を
見
て
、
記
事
を
読
み
、
そ
し
て
ま
た

写
真
に
見
入
る
。
行
方
不
明
者
家
族
の
人

生
と
、
読
者
の
人
生
を
重
ね
合
わ
せ
、
震

災
か
ら
15
年
と
な
る
被
災
地
に
思
い
を
は

せ
て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
っ
て
い
る
。

さ
さ
き
・
ひ
ろ
あ
き
▼
1
9
9
0
年
入
社
　
写

真
部
　
写
真
映
像
部
を
経
て
　
2
0
2
4
年

４
月
か
ら
現
職

2026年２月１日付河北新報朝刊　震災15年企画
「逢いたい」より（河北新報社提供）

の
最
先
端
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
科

学
捜
査
で
特
定
で
き
た
。こ
の
数
年
、

発
見
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
行
方
不

明
者
。
早
く
帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

願
う
家
族
に
と
っ
て
、
一
筋
の
光
明

と
な
る
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。

■「
曖
昧
な
喪
失
感
」を
抱
い
て

連
載
は
昨
年
暮
れ
か
ら
準
備
を
進

め
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
３

県
で
取
材
協
力
し
て
も
ら
え
る
家
族

を
探
し
た
。「
こ
の
人
は
ど
う
か
」

と
取
材
を
申
し
込
ん
で
も「
親
の
介

特集　3.11から15年　行方不明者家 族
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東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
15

年
と
な
る
が
、福
島
県
の
復
興
は
途
上
だ
。

今
も
約
２
万
４
千
人
が
古
里
を
離
れ
避
難

先
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
除
染
で
出
た
東

京
ド
ー
ム
11
杯
分
に
上
る
大
量
の
土
は
被

災
地
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
原
発
周
辺
の

７
市
町
村
に
残
る
帰
還
困
難
区
域
は
自
由

に
出
入
り
で
き
な
い
。
県
産
品
へ
の
風
評

も
根
強
く
、
海
外
で
は
５
カ
国
・
地
域
が

輸
入
規
制
を
続
け
て
い
る
。
復
興
へ
向
か

う
先
に
横
た
わ
る
お
よ
そ
全
て
の
課
題
は

事
故
に
起
因
す
る
。

被
災
地
は「
復
興
の
大
前
提
」と
し
て

廃
炉
の
進
展
を
政
府
、
東
電
に
求
め
続
け

て
き
た
。
現
状
は
ど
う
か
。
原
発
敷
地
内

で
は
除
染
が
進
み
、
全
体
の
96
％
が
防
護

服
が
不
要
の「
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
」と
な

っ
た
。
２
０
１
２
年
秋
に
初
め
て
原
発
を

視
察
し
た
際
は
防
護
服
の
着
用
が
必
須

で
、
頭
部
を
圧
迫
す
る
マ
ス
ク
の
苦
痛
と

闘
い
な
が
ら
取
材
し
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
線
量
計
が
高
線
量
を
感
知
し
警
報
音

を
発
す
る
た
び
に
身
が
す
く
み
、
目
を
向

け
た
あ
ち
こ
ち
に
が
れ
き
が
散
乱
し
て
い

東
電
福
島
第
１
原
発�

辺
見

　祐
介（
福
島
民
友
新
聞
社
東
京
支
社
報
道
部
主
任
）

廃
炉
の
道
の
り 

依
然
遠
く

デ
ブ
リ
取
り
出
し 

進
展
が
鍵

た
。
当
時
と
比
べ
れ
ば
、
廃
炉
に
向
け
た

作
業
環
境
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。

た
だ
、
実
現
へ
の
道
の
り
は
依
然
と
し

て
遠
い
。
１
～
３
号
機
に
計
８
８
０
㌧
あ

る
と
さ
れ
る
溶
け
落
ち
た
核
燃
料（
デ
ブ

リ
）が
最
大
の
壁
だ
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
で
、
人
が
近
づ
け
ば
死
に
至
る
ほ

ど
の
放
射
線
を
出
す
デ
ブ
リ
を
取
り
出
せ

る
か
が
成
否
を
左
右
す
る
。

■「
確
実
な
一
歩
」「
わ
ず
か
１
㌘
」

政
府
は
19
年
12
月
、
事
故
収
束
と
廃
炉

に
向
け
た
工
程
表「
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」で
、
２
号
機
で
試
験
的
な
取
り
出
し

を
始
め
る
方
針
を
明
記
。
水
素
爆
発
を
起

こ
さ
な
か
っ
た
２
号
機
は
、
爆
発
で
建
屋

の
一
部
が
壊
れ
た
１
、
３
号
機
と
比
べ
て

放
射
性
物
質
を
閉
じ
込
め
る
機
能
が
高
い

た
め
だ
。
初
回
の
24
年
11
月
に
０
・７
㌘
、

２
回
目
の
25
年
４
月
に
０
・
２
㌘
を
回
収

し
た
。

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｅ

Ａ
）な
ど
は
回
収
物
の
分
析
を
進
め
て
い

る
。
既
に
人
の
力
で
砕
け
る
ほ
ど
の
硬
さ

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
な
ど
、
科
学
者

ら
は
今
後
の
本
格
的
な
取
り
出
し
に
向
け

た
知
見
に
役
立
つ
と
期
待
し「
廃
炉
へ
の

確
実
な
一
歩
」と
自
負
す
る
。
一
方
で
、

一
日
も
早
い
廃
炉
の
完
了
を
望
む
被
災
地

で
は「
わ
ず
か
１
㌘
」と
落
胆
す
る
住
民

も
少
な
く
な
い
。

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完
了
目
標
は
ず
れ
込

む
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。
２
回
に
わ
た

る
試
験
的
取
り
出
し
も
、
当
初
は
21
年
の

開
始
予
定
が
、
装
置
の
開
発
遅
れ
な
ど
で

計
３
度
の
計
画
延
期
を
繰
り
返
し
た
。
東

電
が
３
号
機
か
ら
始
め
る
本
格
的
な
取
り

出
し
は
30
年
代
初
頭
の
着
手
を
想
定
し
た

が
、
設
備
の
設
計
や
内
部
調
査
な
ど
の
準

備
に
時
間
を
要
す
る
と
し
、
37
年
度
以
降

の
開
始
に
方
針
を
改
め
た
。

■
厳
し
い
目
を
向
け
続
け
る
必
要

政
府
、
東
電
は
51
年
ま
で
に
廃
炉
を
完

了
さ
せ
る
計
画
だ
が
、
メ
デ
ィ
ア
の
論
調

を
含
め
目
標
を
危
ぶ
む
声
は
強
ま
り
つ
つ

あ
る
。
復
興
に
関
わ
る
識
者
は
デ
ブ
リ
の

取
り
出
し
に「
１
７
０
年
程
度
は
か
か

る
」と
試
算
す
る
。
そ
れ
で
も
、
被
災
地

で
は「
51
年
廃
炉
完
了
」の
目
標
は
堅
持

す
る
べ
き
と
の
意
見
が
目
立
つ
。
期
限
の

延
長
は
復
興
の
遅
れ
に
直
結
す
る
こ
と

や
、「
時
間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
れ
ば
、

東
電
側
は
廃
炉
を
急
ぐ
姿
勢
に
真
剣
味
を

欠
く
」と
の
懸
念
が
背
景
に
あ
る
。

政
府
は
原
発
を
最
大
限
に
活
用
す
る
政

策
に
転
じ
た
。
東
電
は
今
年
１
月
に
柏
崎

刈
羽
原
発
６
号
機（
新
潟
県
）を
再
稼
働

さ
せ
た
が
、
不
安
は
拭
え
な
い
。
こ
れ
ま

で
廃
炉
作
業
の
現
場
を
含
め
ト
ラ
ブ
ル
を

繰
り
返
し
て
き
た
か
ら
だ
。
か
つ
て
原
発

を
担
当
し
て
い
た
先
輩
記
者
は
事
故
直
後

に「
原
子
炉
建
屋
は
何
が
起
き
て
も
壊
れ

な
い
と
、
東
電
の
言
い
分
を
信
じ
切
っ
て

い
た
」と
猛
省
し
た
。
過
酷
事
故
が
起
き

れ
ば
、
そ
の
影
響
は
半
永
久
的
に
続
く
。

メ
デ
ィ
ア
も
原
子
力
を
巡
る
電
力
事
業
者

の
姿
勢
に
厳
し
い
目
を
向
け
続
け
る
こ
と

が
、
安
全
を
守
る
力
と
な
る
。

へ
ん
み
・
ゆ
う
す
け
▼
2
0
0
5
年
入
社
　
報

道
部
　
南
会
津
支
局
長
　
ふ
た
ば
支
局
長
を

経
て
　
22
年
４
月
か
ら
現
職
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年
の
ト
ル
コ
北
西
部
地
震
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
は
阪
神
・
淡
路
の
発
生
か
ら
ま
だ

４
年
。
ト
ル
コ
の
被
災
者
に
か
つ
て
の
自

分
た
ち
の
姿
を
重
ね
た
の
か
、
兵
庫
県
な

ど
の
呼
び
か
け
に
約
２
億
４
千
万
円
も
の

義
援
金
が
集
ま
っ
た
。そ
の
寄
付
を
基
に
、

土
日
基
金
が「
ひ
ょ
う
ご
ト
ル
コ
友
愛
基

金
」を
設
立
。延
べ
約
５
８
０
０
人
の
震
災

遺
児
ら
に
奨
学
金
と
し
て
給
付
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
の
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地

震
で
も
、
兵
庫
か
ら
約
３
５
０
０
万
円
の

義
援
金
が
ト
ル
コ
に
届
け
ら
れ
た
。
今
回

は
建
築
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
80
人
以
上

の
大
学
生
の
支
援
に
活
用
。
奨
学
金
で
大

学
に
通
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
ら

は「
日
本
人
は
被
災
者
の
気
持
ち
を
一
番

分
か
っ
て
く
れ
る
」と
口
々
に
感
謝
の
思

い
を
述
べ
た
。

ほ
か
に
も
、
ト
ル
コ
に
は
神
戸
の「
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
モ
デ
ル
の

「
ブ
ル
サ
防
災
館
」が
あ
っ
た
り
、
防
災

活
動
に
取
り
組
む
学
校
や
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園（
１
・
17
防

災
未
来
賞
）」の
ト
ル
コ
版
が
開
か
れ
て

い
た
り
と
、
縁
が
深
い
。「
兵
庫
の
知
見

や
み
な
さ
ん
の
お
金
は
ト
ル
コ
の
未
来
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
」と
エ
ミ
ン
さ
ん
は

胸
を
張
る
。

１
９
９
９
年
に
発
生
し
た
地
震
の
際
、

エ
ミ
ン
さ
ん
は
日
本
の
緊
急
援
助
隊
の
調

整
役
で
被
災
地
に
入
っ
た
。
折
り
重
な
る

よ
う
に
崩
れ
た
家
屋
や
何
カ
月
も
と
れ
な

か
っ
た
遺
体
の
に
お
い
を
、
今
も
思
い
出

す
と
い
う
。

学
生
時
代
、
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
る
エ
ミ
ン
さ
ん
は
、
度
々
地
震
を
経

験
し
た
。
日
本
で
は
被
害
が
出
な
い
よ
う

な
揺
れ
で
も
、ト
ル
コ
で
は
建
物
が
倒
れ
、

死
傷
者
が
出
て
し
ま
う
。「
ト
ル
コ
の
建

物
は
地
震
に
弱
い
。
こ
の
国
の『
防
災
』

を
強
く
し
な
け
れ
ば
」。
そ
の
思
い
が
活

動
の
原
点
で
あ
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

■
学
び
合
う
と
こ
ろ
多
い
は
ず

雪
が
舞
う
中
い
く
つ
も
の
都
市
を
回

り
、
６
時
間
以
上
車
で
移
動
す
る
日
も

あ
っ
た
滞
在
中
、
疲
れ
た
体
を
癒
や
し

て
く
れ
た
の
が
ト
ル
コ
の
ス
イ
ー
ツ
だ

っ
た
。
パ
リ
パ
リ
の
生
地
に
チ
ー
ズ
が

と
ろ
け
る「
ク
ナ
ー
フ
ァ
」や
濃
厚
な

ト
ル
コ
ア
イ
ス
、
西
洋
か
り
ん
を
煮
詰

め
た
色
鮮
や
か
な
一
皿
。
甘
党
の
エ
ミ

ン
さ
ん
は「
こ
れ
も
お
い
し
い
で
す

よ
」と
行
く
先
々
で
ご
当
地
の
お
菓
子

を
勧
め
て
く
れ
た
。
日
本
で
は
な
か
な

か
出
合
え
な
い
あ
の
味
わ
い
が
恋
し

い
。ア

ジ
ア
の
東
と
西
に
あ
る
日
本
と
ト

ル
コ
。
も
ち
ろ
ん
食
だ
け
で
な
く
、
災

害
へ
の
向
き
合
い
方
も
、文
化
も
違
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
互
い
に
学
び
合
う
と
こ

ろ
は
多
い
は
ず
。「
ぜ
ひ
一
度
ト
ル
コ

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
歓
迎
し
ま

す
」。
エ
ミ
ン
さ
ん
の
言
葉
を
、
一
人

で
も
多
く
の
日
本
人
に
届
け
た
い
。

（
な
ぐ
ら
・
あ
か
り
　
２
０
１
８
年
入
社
　

神
戸
本
社
な
ど
を
経
て
　
25
年
か
ら
東
京

支
社
）

次
号
は
名
倉
さ
ん
が
東
京
の
地
方
紙

グ
ル
ー
プ「
国
会
11
社
連
合
」で
交
流

の
あ
る
石
田
真
由
美
さ
ん（
京
都
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

冷
え
込
み
が
一
層
厳
し
く
な
る
２

月
、
ち
ょ
う
ど
１
年
前
に
訪
れ
た
ト
ル

コ
の
寒
さ
を
思
い
出
し
た
。

同
国
だ
け
で
５
万
人
以
上
が
亡
く
な

っ
た
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
は
２
０

２
３
年
２
月
に
起
き
た
。
大
災
害
か
ら

２
年
。
被
災
地
の
現
状
や
30
年
前
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
兵
庫

と
の
縁
を
取
材
し
に
、
南
部
に
あ
る
カ

フ
ラ
マ
ン
マ
ラ
シ
ュ
や
首
都
ア
ン
カ
ラ

に
約
10
日
間
滞
在
し
た
。

初
め
て
の
海
外
出
張
で
緊
張
し
て
い

た
私
を
、
笑
顔
と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
が
エ
ミ
ン
さ
ん

だ
っ
た
。
長
年
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）職
員
と
し
て
防
災
や
地
域
開
発

な
ど
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、
兵
庫
を
は
じ
め
、
日

本
と
ト
ル
コ
の
防
災
協
力
の
架
け
橋
に

な
っ
て
き
た
人
物
だ
。

■
兵
庫
県
か
ら
２
億
４
千
万
円

兵
庫
と
ト
ル
コ
の
つ
な
が
り
は
、１
万

７
千
人
超
が
犠
牲
と
な
っ
た
１
９
９
９

リ レーエッセー

エミン・オズダマルさん（2025年２月/トルコ/筆者撮影）

エ
ミ
ン・オ
ズ
ダ
マ
ル
さ
ん 

友
好
団
体「
土
日
基
金
」副
理
事
長

日
本
・
ト
ル
コ 

防
災
で
つ
な
ぐ

名
倉

　あ
か
り（
神
戸
新
聞
社
）
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特集　3.11から15年　特定帰還居住区 域

「
特
定
帰
還
居
住
区
域
」。
ピ
ン
と
く
る

人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
発
生
か
ら
15
年
の
今
な
お
、

福
島
県
沿
岸
部
な
ど
に
は
被
ば
く
線
量
が

高
く
居
住
で
き
な
い「
帰
還
困
難
区
域
」

が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
帰
還
を
望
む
住
民

の
自
宅
敷
地
周
辺
を
除
染
し
、
暮
ら
せ
る

よ
う
に
す
る
エ
リ
ア
の
こ
と
だ
。
２
０
２

３
年
、
改
正
福
島
復
興
再
生
特
措
法
に
基

特
定
帰
還
居
住
区
域�

渡
部

　総
一
郎（
福
島
民
報
社
編
集
局
次
長
兼
報
道
部
長
）

除
染
範
囲
巡
り
国
と
温
度
差

住
民
帰
還
へ
残
る
多
く
の〝
壁
〟

づ
き
創
設
さ
れ
た
。

福
島
第
１
原
発
５
、
６
号
機
が
立
地
す

る
双
葉
町
で
は
昨
年
11
月
、
特
定
帰
還
居

住
区
域
と
し
た
３
行
政
区
の
一
部
に
つ
い

て
除
染
が
進
ん
だ
と
し
て
住
宅
へ
の
立
ち

入
り
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。
町
は
２
０
２

６
年
度
の
避
難
指
示
解
除
を
目
指
し
て
い

る
。
住
民
帰
還
に
向
け
た
重
要
な
一
歩
で

あ
る
の
は
確
か
だ
。
し
か
し
、
事
故
前
の

よ
う
な
生
活
を
取
り
戻
す
に
は
、
ま
だ
多

く
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。

■「
農
地
も
セ
ッ
ト
で
除
染
を
」

特
定
区
域
は
、
地
元
市
町
村
な
ど
が
対

象
の
住
民
に
意
向
調
査
を
実
施
。
帰
還
意

向
が
あ
る
住
民
の
生
活
圏
な
ど
除
染
範
囲

を
定
め
た「
復
興
再
生
計
画
」を
策
定
し
、

国
の
認
定
を
経
て
除
染
や
家
屋
解
体
が
国

費
で
行
わ
れ
る
。
現
在
、
双
葉
町
の
ほ
か

大
熊
、
浪
江
、
富
岡
、
南
相
馬
、
葛
尾
の

６
市
町
村
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は

合
わ
せ
て
約
23
平
方
㌔
㍍
で
、
品
川
区
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
。
区
域
拡
大
を
検
討
す
る
と

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
さ
ら
に
増
え

る
見
通
し
だ
。
政
府
は「
２
０
２
０
年
代

に
希
望
者
全
員
が
帰
還
で
き
る
よ
う
に
す

る
」と
の
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。

立
ち
入
り
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
双
葉
町

下
長
塚
行
政
区
の
区
長
を
務
め
る
福
田
猛

雄
さ
ん（
72
）は
事
故
後
、
40
㌔
ほ
ど
離

れ
た
相
馬
市
に
暮
ら
す
。「
自
由
に
家
ま

で
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
除

染
作
業
な
ど
は
ま
だ
続
い
て
い
る
が
、
１

週
間
に
１
回
ほ
ど
は
戻
っ
て
様
子
を
見
て

い
る
」と
、
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
日

を
一
日
千
秋
の
思
い
で
待
つ
。

し
か
し
、
希
望
し
た
全
員
が
帰
還
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
生
活
再
建
の
た
め
の
不

安
要
素
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
か

ら
だ
。

一
つ
は
除
染
対
象
と
な
る「
生
活
圏
」

の
認
識
を
巡
る
国
と
地
元
の
格
差
だ
。
双

葉
町
の
伊
沢
史
朗
町
長
は
昨
年
、
特
定
帰

還
居
住
区
域
を
視
察
に
訪
れ
た
高
市
早
苗

首
相
に
対
し
、
農
地
が
除
染
対
象
に
十
分

含
ま
れ
て
い
な
い
の
を
前
提
に「
町
民
の

多
く
は
農
地
を
持
っ
て
い
る
。
農
地
も
セ

ッ
ト
で
除
染
し
な
け
れ
ば
町
民
は
帰
れ
な

い
」と
訴
え
た
。
農
地
は
生
業
の
基
盤
で

あ
り
、
生
き
が
い
の
場
で
も
あ
る
。
高
市

首
相
は「
知
恵
を
絞
る
」と
応
じ
た
が
、

具
体
策
は
ま
だ
み
え
て
い
な
い
。

■
周
囲
の
森
林
は
帰
還
困
難
区
域

も
う
一
つ
は
、
安
全
・
安
心
へ
の
不
安

だ
。
除
染
す
る
の
は
宅
地
や
周
辺
の
道
路

な
ど
で
、
そ
の
範
囲
を
超
え
れ
ば
高
線
量

の
ま
ま
の
帰
還
困
難
区
域
だ
。
住
民
の
１

人
は「
仮
に
戻
っ
た
と
し
て
も
、
安
心
し

て
子
ど
も
や
孫
を
家
に
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

な
い
だ
ろ
う
」と
た
め
息
を
つ
く
。「
除

染
範
囲
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
ど
こ
が
ど

れ
く
ら
い
の
線
量
な
の
か
分
か
る
よ
う
な

マ
ッ
プ
を
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
」と
求

め
る
。

こ
の
問
題
は
、
帰
還
困
難
区
域
が
設
定

さ
れ
て
い
る
限
り
根
本
的
解
決
は
難
し

い
。
地
元
は
区
域
の
多
く
を
占
め
る
森
林

の
除
染
を
求
め
て
い
る
が
、
国
は
日
常
的

に
人
が
立
ち
入
る
場
所
な
ど
以
外
は
手
を

つ
け
て
い
な
い
。
地
表
の
落
ち
葉
な
ど
の

堆
積
物
を
除
去
す
れ
ば
山
の
治
水
機
能
が

低
下
し
、
土
砂
崩
れ
な
ど
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
高
ま
る
と
の
理
由
だ
。

国
は「
長
い
年
月
を
要
す
る
と
し
て

も
、
将
来
的
に
帰
還
困
難
区
域
の
全
て
を

避
難
指
示
解
除
し
、
復
興
・
再
生
に
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
」と
す
る
が
、
解
除

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
示
し
て
い
な

い
。
事
故
か
ら
15
年
は
被
災
者
に
と
っ
て

す
で
に「
長
い
年
月
」だ
。
一
日
で
も
早

い
全
面
解
除
へ
、
国
に
は
よ
り
踏
み
込
ん

だ
対
応
を
求
め
た
い
。

立ち入り規制が緩和される前の双葉町の行政区の一部。現在
はバリケードが開放され、誰でも自由に入れる（福島民報社提供）

わ
た
な
べ
・
そ
う
い
ち
ろ
う
▼
1
9
9
5
年
入

社
　
浪
江
支
局
長
　
報
道
部
副
部
長
　
会
津

若
松
支
社
報
道
部
長
な
ど
を
経
て
　
2
0
2

5
年
４
月
か
ら
現
職
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年
の
ト
ル
コ
北
西
部
地
震
に
さ
か
の
ぼ
る
。

当
時
は
阪
神
・
淡
路
の
発
生
か
ら
ま
だ

４
年
。
ト
ル
コ
の
被
災
者
に
か
つ
て
の
自

分
た
ち
の
姿
を
重
ね
た
の
か
、
兵
庫
県
な

ど
の
呼
び
か
け
に
約
２
億
４
千
万
円
も
の

義
援
金
が
集
ま
っ
た
。そ
の
寄
付
を
基
に
、

土
日
基
金
が「
ひ
ょ
う
ご
ト
ル
コ
友
愛
基

金
」を
設
立
。延
べ
約
５
８
０
０
人
の
震
災

遺
児
ら
に
奨
学
金
と
し
て
給
付
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
の
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地

震
で
も
、
兵
庫
か
ら
約
３
５
０
０
万
円
の

義
援
金
が
ト
ル
コ
に
届
け
ら
れ
た
。
今
回

は
建
築
や
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
80
人
以
上

の
大
学
生
の
支
援
に
活
用
。
奨
学
金
で
大

学
に
通
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
学
生
ら

は「
日
本
人
は
被
災
者
の
気
持
ち
を
一
番

分
か
っ
て
く
れ
る
」と
口
々
に
感
謝
の
思

い
を
述
べ
た
。

ほ
か
に
も
、
ト
ル
コ
に
は
神
戸
の「
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
モ
デ
ル
の

「
ブ
ル
サ
防
災
館
」が
あ
っ
た
り
、
防
災

活
動
に
取
り
組
む
学
校
や
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園（
１
・
17
防

災
未
来
賞
）」の
ト
ル
コ
版
が
開
か
れ
て

い
た
り
と
、
縁
が
深
い
。「
兵
庫
の
知
見

や
み
な
さ
ん
の
お
金
は
ト
ル
コ
の
未
来
に

役
立
て
ら
れ
て
い
る
」と
エ
ミ
ン
さ
ん
は

胸
を
張
る
。

１
９
９
９
年
に
発
生
し
た
地
震
の
際
、

エ
ミ
ン
さ
ん
は
日
本
の
緊
急
援
助
隊
の
調

整
役
で
被
災
地
に
入
っ
た
。
折
り
重
な
る

よ
う
に
崩
れ
た
家
屋
や
何
カ
月
も
と
れ
な

か
っ
た
遺
体
の
に
お
い
を
、
今
も
思
い
出

す
と
い
う
。

学
生
時
代
、
日
本
に
住
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
る
エ
ミ
ン
さ
ん
は
、
度
々
地
震
を
経

験
し
た
。
日
本
で
は
被
害
が
出
な
い
よ
う

な
揺
れ
で
も
、ト
ル
コ
で
は
建
物
が
倒
れ
、

死
傷
者
が
出
て
し
ま
う
。「
ト
ル
コ
の
建

物
は
地
震
に
弱
い
。
こ
の
国
の『
防
災
』

を
強
く
し
な
け
れ
ば
」。
そ
の
思
い
が
活

動
の
原
点
で
あ
り
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

■
学
び
合
う
と
こ
ろ
多
い
は
ず

雪
が
舞
う
中
い
く
つ
も
の
都
市
を
回

り
、
６
時
間
以
上
車
で
移
動
す
る
日
も

あ
っ
た
滞
在
中
、
疲
れ
た
体
を
癒
や
し

て
く
れ
た
の
が
ト
ル
コ
の
ス
イ
ー
ツ
だ

っ
た
。
パ
リ
パ
リ
の
生
地
に
チ
ー
ズ
が

と
ろ
け
る「
ク
ナ
ー
フ
ァ
」や
濃
厚
な

ト
ル
コ
ア
イ
ス
、
西
洋
か
り
ん
を
煮
詰

め
た
色
鮮
や
か
な
一
皿
。
甘
党
の
エ
ミ

ン
さ
ん
は「
こ
れ
も
お
い
し
い
で
す

よ
」と
行
く
先
々
で
ご
当
地
の
お
菓
子

を
勧
め
て
く
れ
た
。
日
本
で
は
な
か
な

か
出
合
え
な
い
あ
の
味
わ
い
が
恋
し

い
。ア

ジ
ア
の
東
と
西
に
あ
る
日
本
と
ト

ル
コ
。
も
ち
ろ
ん
食
だ
け
で
な
く
、
災

害
へ
の
向
き
合
い
方
も
、文
化
も
違
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
互
い
に
学
び
合
う
と
こ

ろ
は
多
い
は
ず
。「
ぜ
ひ
一
度
ト
ル
コ

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
歓
迎
し
ま

す
」。
エ
ミ
ン
さ
ん
の
言
葉
を
、
一
人

で
も
多
く
の
日
本
人
に
届
け
た
い
。

（
な
ぐ
ら
・
あ
か
り
　
２
０
１
８
年
入
社
　

神
戸
本
社
な
ど
を
経
て
　
25
年
か
ら
東
京

支
社
）

次
号
は
名
倉
さ
ん
が
東
京
の
地
方
紙

グ
ル
ー
プ「
国
会
11
社
連
合
」で
交
流

の
あ
る
石
田
真
由
美
さ
ん（
京
都
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

冷
え
込
み
が
一
層
厳
し
く
な
る
２

月
、
ち
ょ
う
ど
１
年
前
に
訪
れ
た
ト
ル

コ
の
寒
さ
を
思
い
出
し
た
。

同
国
だ
け
で
５
万
人
以
上
が
亡
く
な

っ
た
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
は
２
０

２
３
年
２
月
に
起
き
た
。
大
災
害
か
ら

２
年
。
被
災
地
の
現
状
や
30
年
前
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
兵
庫

と
の
縁
を
取
材
し
に
、
南
部
に
あ
る
カ

フ
ラ
マ
ン
マ
ラ
シ
ュ
や
首
都
ア
ン
カ
ラ

に
約
10
日
間
滞
在
し
た
。

初
め
て
の
海
外
出
張
で
緊
張
し
て
い

た
私
を
、
笑
顔
と
流
ち
ょ
う
な
日
本
語

で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
が
エ
ミ
ン
さ
ん

だ
っ
た
。
長
年
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）職
員
と
し
て
防
災
や
地
域
開
発

な
ど
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、
兵
庫
を
は
じ
め
、
日

本
と
ト
ル
コ
の
防
災
協
力
の
架
け
橋
に

な
っ
て
き
た
人
物
だ
。

■
兵
庫
県
か
ら
２
億
４
千
万
円

兵
庫
と
ト
ル
コ
の
つ
な
が
り
は
、１
万

７
千
人
超
が
犠
牲
と
な
っ
た
１
９
９
９

リ レーエッセー

エミン・オズダマルさん（2025年２月/トルコ/筆者撮影）

エ
ミ
ン・オ
ズ
ダ
マ
ル
さ
ん 

友
好
団
体「
土
日
基
金
」副
理
事
長

日
本
・
ト
ル
コ 

防
災
で
つ
な
ぐ

名
倉

　あ
か
り（
神
戸
新
聞
社
）
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書 いた話　書かなかった話

さ
え
あ
っ
た
。
米
軍
や
韓
国
軍
の
取
材
に

は
こ
ま
め
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
入
手
し

た
資
料
を
時
折
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
専
門
性
が
高
く
一
般
の
新
聞

記
事
に
引
用
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

韓
国
当
局
が
問
題
視
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
日
本
の
軍
事
雑
誌
に
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
寄
稿
し
て
い
た
評
論
の
引
用
資

料
だ
っ
た
。
そ
の
出
所
追
及
の
た
め
、
篠

原
支
局
長
に
対
す
る
郵
便
物
や
通
話
の
ひ

そ
か
な
チ
ェ
ッ
ク
、
尾
行
な
ど
が
続
け
ら

れ
、
提
供
者
は
突
き
止
め
ら
れ
た
。

韓
国
メ
デ
ィ
ア
は「
日
本
大
使
館
武
官

と
一
体
と
な
っ
た
日
本
人
記
者
の
軍
事
ス

パ
イ
事
件
」と
し
て
大
々
的
に
報
じ
た
。

「
東
亜
日
報
」な
ど
は
当
時
、
手
錠
を
か

け
ら
れ
た
篠
原
支
局
長
逮
捕
の
写
真
を
１

面
ト
ッ
プ
で
掲
載
し
て
い
る
。

筆
者
に
も
韓
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
あ
れ
は
取
材

活
動
の
一
環
で
あ
る
。
駐
在
武
官
と
の
情

報
・
意
見
交
換
も
特
派
員
と
し
て
は
一
般

的
な
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
に
は
あ
た
ら
な

い
。
皆
さ
ん
と
同
じ
記
者
の
仕
事
と
し
て

判
断
し
て
ほ
し
い
」と
繰
り
返
し
た
が
、

聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

嘆
願
に
も
出
か
け
た
。
ま
ず
検
察
庁
の

公
安
部
長
、
つ
い
で
メ
デ
ィ
ア
出
身
で
政

権
に
起
用
さ
れ
て
い
た
文
化
公
報
大
臣
や

与
党
の
重
鎮
な
ど
。「
外
国
人
記
者
の
取

支
局
の
閉
鎖
・
追
放
！
」を
堂
々
と
政
府

に
要
求
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

日
本
メ
デ
ィ
ア
の
追
放
話
は
、
80
年
５
月

の「
光
州
事
件
」の
報
道
に
対
す
る
全

チ
ョ
ン

斗ド
ゥ

煥フ
ァ
ン

将
軍
ら
新
軍
部
の
不
満
か
ら
出
た
閉

鎖
・
追
放
以
来
で
あ
る
。
左
派
・
革
新
系

の
政
権
で
も
権
力
を
握
る
と
同
じ
こ
と
が

起
き
る
。
次
の
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン

政
権（
２
０
０
３

―
08
年
）下
で
は
筆
者
が
危
う
く
国
外
追

放
に
な
り
か
け
た
。

◆「
ク
ロ
ダ
記
者
強
制
退
去
」報
道

当
時
、
筆
者
は
自
宅
近
く
に
あ
る
西ソ

江ガ
ン

大
学
に
頼
ま
れ
、
客
員
教
授
と
し
て
３
年

ほ
ど
日
本
事
情
を
教
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
あ
る
日
、
左
翼
系
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
が

「
ク
ロ
ダ
記
者
、
不
法
就
労
で
強
制
退
去

も
」と
報
道
し
、
こ
れ
が
全
メ
デ
ィ
ア
に

広
が
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ビ
ザ
の

記
者
の
大
学
講
義
は
資
格
外
活
動
で
違
法

と
い
う
の
だ
。

メ
デ
ィ
ア
が
騒
げ
ば
入
管
当
局
も
動
か

ざ
る
を
え
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
は
し
き
り
に

「
国
外
追
放
か
？
」に
関
心
を
示
し
て
い

た
が
、
２
回
の
事
情
聴
取
で
科
料
８
０
０

万
ウ
ォ
ン（
約
80
万
円
）と
な
り
事
な
き

を
え
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
狙
い
は
、
気
に
入
ら
な
い

「
歴
史
歪
曲
の
極
右
言
論
人
」へ
の
い
や

が
ら
せ
、
脅
し
だ
っ
た
。
筆
者
は
そ
れ
ま

で
に
他
大
学
で
も
講
義
を
し
て
お
り
、
客

員
教
授
も
さ
せ
ら
れ
た
が
問
題
は
起
き
て

い
な
い
。
外
国
人
記
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
余
技
が
、
左
翼
政
権
下
の
反
日
ム
ー

ド
と
い
う
都
合
で
不
法
就
労
騒
ぎ
に
仕
立

て
ら
れ
た
の
だ
。

李イ

明ミ
ョ
ン
バ
ク博

政
権（
２
０
０
８
―
13
年
）下

の
ビ
ビ
ン
バ
騒
動
も
懐
か
し
い
。
官
民
挙

げ
て「
ビ
ビ
ン
バ
世
界
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」が
展
開
さ
れ
た
際
、「
こ
ね
混
ぜ
で

具
の
彩
り
が
消
え
る
ビ
ビ
ン
バ
は
羊よ

う

頭と
う

狗く

肉に
く

？
」
と
コ
ラ
ム
で
皮
肉
っ
た
と
こ
ろ

「
韓
国
の
食
文
化
を
冒ぼ

う

涜と
く

す
る
ク
ロ
ダ
妄

言
！
」と
な
っ
た
。

糾
弾
の
嵐
の
中
で
、
愛
国
青
年
た
ち
が

街
頭
で
通
行
人
に
ビ
ビ
ン
バ
を
ふ
る
ま
う

〝
ビ
ビ
ン
バ
・
デ
モ
〟ま
で
あ
っ
た
。メ
デ
ィ

ア
に
は
ク
ロ
ダ
批
判
の
ビ
ビ
ン
バ
礼
賛
論

が
あ
ふ
れ
、
逆
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
寄
与

す
る
結
果
に
な
っ
た
の
だ
が
。

ソ
ウ
ル
駐
在
40
年
超
。
歴
史
認
識
に
か

ら
む
ク
ロ
ダ
糾
弾
か
ら
テ
ロ
予
告
や
、
そ

れ
に
伴
う
警
察
に
よ
る
身
辺
警
護
、
脅
迫

的
な
妙
な
薬
物
郵
送
、
支
局
へ
の
押
し
か

け
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か

し「
花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
」で
あ
る
。

今
回
は「
花
」は
省
い
た
が
、
日
韓
の
特

殊
関
係
か
ら
く
る
こ
う
し
た
刺
激
は
在
韓

記
者
の
冥
利
と
い
っ
て
い
い
。
韓
国
は
最

大
の
反
日
国
で
実
は
最
大
の
親
日
国
で
も

あ
る
。
だ
か
ら
長
居
が
で
き
る
。

材
活
動
の
一
環
と
し
て
理
解
と
善
処
」を

訴
え
た
が
、
こ
れ
も
効
果
は
な
か
っ
た
。

◆
政
治
的
誇
示
と
し
て
見
せ
し
め

こ
の
過
程
で
外
国
人
記
者
の
逮
捕
・
起

訴
と
い
う
異
例
の
強
硬
策
の
背
景
が
分
か

っ
た
。
当
時
、
ス
タ
ー
ト
直
後
の
金
泳
三

政
権
は
、
民
主
化
で
軍
人
政
権
が
終
わ
り

「
初
め
て
の
文
民
政
権
」を
看
板
に
し
て

い
た
。「
ど
こ
に
も
恥
じ
な
い
毅
然
か
つ

堂
々
と
し
た
政
権
」を
内
外
に
誇
示
し
よ

う
と
し
て
い
た
。「
日
本
何
す
る
も
の

ぞ
！
」「
厳
正
な
法
執
行
を
！
」と
い
う
雰

囲
気
だ
っ
た
。

外
国
人
記
者
に
取
材
過
程
で
違
法
行
為

の
疑
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
自
由
民
主
主

義
国
同
士
な
ら
通
常
は
国
外
追
放
程
度
だ

ろ
う
。
逮
捕
・
裁
判
に
は
な
ら
な
い
。
あ

の
事
件
は
金
泳
三
政
権
の
威
信
誇
示
と
い

う
、
と
く
に
国
内
世
論
向
け
の
政
治
的
演

出
と
し
て〝
見
せ
し
め
〟だ
っ
た
。

同
じ
く
民
主
化
政
権
だ
っ
た
次
の
金キ

ム

大デ

中ジ
ュ
ン

政
権（
１
９
９
８
―
２
０
０
３
年
）で

は
、今
度
は
産
経
新
聞
が
標
的
に
な
っ
た
。

日
本
の
保
守
派
の「
新
し
い
中
学
歴
史

教
科
書
」（
扶
桑
社
版
）の
検
定
合
格
を
非

難
す
る
反
日
の
噴
出
で
あ
る
。
出
版
社
が

産
経
新
聞
の
系
列
と
い
う
こ
と
で
激
し
い

攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
際
、
金

大
中
大
統
領
の
側
近
だ
っ
た
金キ

ム

景ギ
ョ
ン

梓ジ
ェ

議
員

は
、
国
会
の
質
問
で「
産
経
新
聞
ソ
ウ
ル

No.673　2026.3.10　日本記者クラブ会報⃝16

書いた話　書かなかった 話

筆
者
が
共
同
通
信
か
ら
産
経
新
聞
に
移

っ
た
の
は
１
９
８
８
年
12
月
で
満
47
歳
だ

っ
た
。
共
同
に
は
24
年
間
い
て
ソ
ウ
ル
語

学
留
学
や
ソ
ウ
ル
支
局
長
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
産
経
に
移
っ
た
の
は「
ソ
ウ
ル
で

無
期
限
に
仕
事
を
さ
せ
て
や
る
か
ら
来
な

い
か
」と
誘
わ
れ
た
か
ら
だ
。
共
同
で
は

「
も
う
現
場
で
の
仕
事
は
な
い
」と
い
う

の
で
喜
ん
で
移
っ
た
。

翌
89
年
１
月
、
ソ
ウ
ル
に
赴
い
た
。
こ

の
年
、
昭
和
が
終
わ
り
平
成
が
ス
タ
ー
ト

し
、
さ
ら
に
令
和
に
な
っ
た
が
、
今
も
ソ

ウ
ル
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

今
年
で
85
歳
に
な
る
が
、
人
生
の
半
分
を

ソ
ウ
ル
で
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
に

な
る
。
感
謝
し
か
な
い
。

◆
自
分
の
中
の
歴
史
認
識「
進
化
」

業
界
評
と
し
て
は
共
同
通
信
は
リ
ベ
ラ

ル
・
左
派
で
産
経
新
聞
は
保
守
・
右
派
で

あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
座
談
や
講
演
の
折

「
花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
」来
た

刺
激
い
っ
ぱ
い
在
韓
記
者
40
年

に
は
よ
く「
左
右
両
方
を
経
験
し
て
き
た

の
で
ボ
ク
の
話
が
一
番
客
観
的
で
す
よ
」

と
冗
談
を
い
う
。
な
の
に
韓
国
の
メ
デ
ィ

ア
は
産
経
新
聞
を「
極
右
」と
い
い
筆
者

も「
極
右
言
論
人
」な
ど
と
い
わ
れ
て
き

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は「
産
経
新
聞
も
筆

者
も
昔
か
ら
同
じ
位
置
に
い
る
。
皆
さ
ん

（
韓
国
）が
左
傾
化
し
た
か
ら
で
そ
う
見
え

る
の
で
す
よ
」と
皮
肉
を
言
っ
て
楽
し
ん

で
い
る
が
。

た
だ
、
筆
者
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
は

事
実
だ
。
自
分
で
は
進
化
と
思
っ
て
い
る

が
、い
わ
ゆ
る
歴
史
認
識
の
こ
と
で
あ
る
。

韓
国（
朝
鮮
）に
対
す
る
見
方
に
お
い
て
、

そ
れ
ま
で
の
過
剰
な
贖

し
ょ
く

罪ざ
い

意
識
や
被
害
者

中
心
史
観
か
ら
脱
皮
し
た
か
ら
だ
。

こ
こ
で
は
深
入
り
し
な
い
が
、
ソ
ウ
ル

赴
任
か
ら
10
年
後
に
出
版
し
た『
韓
国
人

の
歴
史
観
』（
文
春
新
書
、
99
年
１
月
刊
）

に
は
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。「
反
日
は
韓
国
に
と
っ
て
の
都
合
」

で
あ
り「
彼
ら
の
都
合（
反
日
歴
史
認
識
）

に
わ
れ
わ
れ
が
歩
調
を
合
わ
せ
る
必
要
は

必
ず
し
も
な
い
の
で
は
」と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
。

こ
の〝
進
化
〟は
共
同
か
ら
産
経
に
移
っ

た
せ
い
で
は
な
い
。
韓
国
に
長
居
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
韓
国
人
に
と
っ
て
は「
あ

っ
た
歴
史（
事
実
）」よ
り「
あ
る
べ
き
歴

史（
希
望
）」が
重
要
と
い
う
、
彼
ら
の
特

異
な
？
歴
史
観
を
知
っ
た
結
果
で
あ
る
。

ソ
ウ
ル
で
は
産
経
時
代
が
長
い
の
で
、

89
年
以
降
、
身
辺
に
起
き
た
特
異
な
事
ど

も
を
い
く
つ
か
書
き
残
し
て
お
き
た
い
。

◆
フ
ジ
テ
レ
ビ
支
局
長
逮
捕
の
真
相

ソ
ウ
ル
赴
任
当
時
の
支
局
は
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
・
ソ
ウ
ル
支
局
と
共
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
放
送

の
中
に
あ
り
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ス
タ
ッ
フ

と
同
居
し
て
い
た
。
金キ

ム

泳ヨ
ン

三サ
ム

政
権（
１
９

９
３
―
98
年
）初
期
の
93
年
７
月
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
の
篠
原
昌
人
支
局
長
が
軍
事
機
密

保
護
法
違
反
で
逮
捕
さ
れ
る
事
件
が
起
き

た
。
ソ
ウ
ル
常
駐
外
国
人
記
者
の
取
材
活

動
に
か
か
わ
る
逮
捕
は
、
韓
国
で
は
史
上

初
め
て
で
あ
る
。

当
時
、
筆
者
は「
事
態
を
穏
便
に
早
く

収
拾
し
た
い
」と
い
う
フ
ジ
テ
レ
ビ
側
の

意
向
も
あ
り
、詳
細
は
報
道
し
な
か
っ
た
。

篠
原
支
局
長
は
１
審
で
の
懲
役
２
年
の
実

刑
判
決
が
２
審
で
執
行
猶
予
と
な
り
、
身

柄
拘
束
か
ら
９
カ
月
後
に
釈
放
、
帰
国
し

て
一
件
落
着
し
た
が
、
あ
の
事
件
は
何
だ

っ
た
の
か
？

容
疑
は
、
知
人
の
軍
関
係
者（
情
報
司

令
部
所
属
の
海
軍
将
校
）か
ら
対
外
秘
の

軍
関
係
資
料
を
入
手
し
、
日
本
大
使
館
の

駐
在
武
官
に
提
供
し
た
り
、
日
本
の
軍
事

関
係
雑
誌
へ
の
寄
稿
で
引
用
し
て
い
た
な

ど
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

彼
は
軍
事
問
題
に
詳
し
い
記
者
だ
っ

た
。
デ
ス
ク
に
は
兵
器
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
が

並
べ
ら
れ〝
軍
事
オ
タ
ク
〟的
な
雰
囲
気

黒
く ろ

田
だ

　勝
か つ

弘
ひ ろ
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支局　社会部　ソウル支局など
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新聞社ソウル支局長兼論説委
員　現在 ソウル駐在客員論説
委員　神田外語大客員教授　
92年ボーン・上田記念国際記
者賞　2005年には日本記者ク
ラブ賞　菊池寛賞受賞　著書
に『韓国人の発想』『日韓新考』
『隣国への足跡』など　韓国語
版に『韓国人あなたは何者か』
『誰が歴史を歪曲するのか』など
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さ
え
あ
っ
た
。
米
軍
や
韓
国
軍
の
取
材
に

は
こ
ま
め
に
足
を
運
ん
で
い
た
。
入
手
し

た
資
料
を
時
折
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
専
門
性
が
高
く
一
般
の
新
聞

記
事
に
引
用
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

韓
国
当
局
が
問
題
視
す
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
日
本
の
軍
事
雑
誌
に
ペ
ン

ネ
ー
ム
で
寄
稿
し
て
い
た
評
論
の
引
用
資

料
だ
っ
た
。
そ
の
出
所
追
及
の
た
め
、
篠

原
支
局
長
に
対
す
る
郵
便
物
や
通
話
の
ひ

そ
か
な
チ
ェ
ッ
ク
、
尾
行
な
ど
が
続
け
ら

れ
、
提
供
者
は
突
き
止
め
ら
れ
た
。

韓
国
メ
デ
ィ
ア
は「
日
本
大
使
館
武
官

と
一
体
と
な
っ
た
日
本
人
記
者
の
軍
事
ス

パ
イ
事
件
」と
し
て
大
々
的
に
報
じ
た
。

「
東
亜
日
報
」な
ど
は
当
時
、
手
錠
を
か

け
ら
れ
た
篠
原
支
局
長
逮
捕
の
写
真
を
１

面
ト
ッ
プ
で
掲
載
し
て
い
る
。

筆
者
に
も
韓
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取
材
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
あ
れ
は
取
材

活
動
の
一
環
で
あ
る
。
駐
在
武
官
と
の
情

報
・
意
見
交
換
も
特
派
員
と
し
て
は
一
般

的
な
こ
と
で
あ
る
。
犯
罪
に
は
あ
た
ら
な

い
。
皆
さ
ん
と
同
じ
記
者
の
仕
事
と
し
て

判
断
し
て
ほ
し
い
」と
繰
り
返
し
た
が
、

聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

嘆
願
に
も
出
か
け
た
。
ま
ず
検
察
庁
の

公
安
部
長
、
つ
い
で
メ
デ
ィ
ア
出
身
で
政

権
に
起
用
さ
れ
て
い
た
文
化
公
報
大
臣
や

与
党
の
重
鎮
な
ど
。「
外
国
人
記
者
の
取

支
局
の
閉
鎖
・
追
放
！
」を
堂
々
と
政
府

に
要
求
し
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

日
本
メ
デ
ィ
ア
の
追
放
話
は
、
80
年
５
月

の「
光
州
事
件
」の
報
道
に
対
す
る
全

チ
ョ
ン

斗ド
ゥ

煥フ
ァ
ン

将
軍
ら
新
軍
部
の
不
満
か
ら
出
た
閉

鎖
・
追
放
以
来
で
あ
る
。
左
派
・
革
新
系

の
政
権
で
も
権
力
を
握
る
と
同
じ
こ
と
が

起
き
る
。
次
の
盧ノ

武ム

鉉ヒ
ョ
ン

政
権（
２
０
０
３

―
08
年
）下
で
は
筆
者
が
危
う
く
国
外
追

放
に
な
り
か
け
た
。

◆「
ク
ロ
ダ
記
者
強
制
退
去
」報
道

当
時
、
筆
者
は
自
宅
近
く
に
あ
る
西ソ

江ガ
ン

大
学
に
頼
ま
れ
、
客
員
教
授
と
し
て
３
年

ほ
ど
日
本
事
情
を
教
え
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
あ
る
日
、
左
翼
系
ハ
ン
ギ
ョ
レ
新
聞
が

「
ク
ロ
ダ
記
者
、
不
法
就
労
で
強
制
退
去

も
」と
報
道
し
、
こ
れ
が
全
メ
デ
ィ
ア
に

広
が
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ビ
ザ
の

記
者
の
大
学
講
義
は
資
格
外
活
動
で
違
法

と
い
う
の
だ
。

メ
デ
ィ
ア
が
騒
げ
ば
入
管
当
局
も
動
か

ざ
る
を
え
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
は
し
き
り
に

「
国
外
追
放
か
？
」に
関
心
を
示
し
て
い

た
が
、
２
回
の
事
情
聴
取
で
科
料
８
０
０

万
ウ
ォ
ン（
約
80
万
円
）と
な
り
事
な
き

を
え
た
。

メ
デ
ィ
ア
の
狙
い
は
、
気
に
入
ら
な
い

「
歴
史
歪
曲
の
極
右
言
論
人
」へ
の
い
や

が
ら
せ
、
脅
し
だ
っ
た
。
筆
者
は
そ
れ
ま

で
に
他
大
学
で
も
講
義
を
し
て
お
り
、
客

員
教
授
も
さ
せ
ら
れ
た
が
問
題
は
起
き
て

い
な
い
。
外
国
人
記
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

的
な
余
技
が
、
左
翼
政
権
下
の
反
日
ム
ー

ド
と
い
う
都
合
で
不
法
就
労
騒
ぎ
に
仕
立

て
ら
れ
た
の
だ
。

李イ

明ミ
ョ
ン
バ
ク博

政
権（
２
０
０
８
―
13
年
）下

の
ビ
ビ
ン
バ
騒
動
も
懐
か
し
い
。
官
民
挙

げ
て「
ビ
ビ
ン
バ
世
界
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」が
展
開
さ
れ
た
際
、「
こ
ね
混
ぜ
で

具
の
彩
り
が
消
え
る
ビ
ビ
ン
バ
は
羊よ

う

頭と
う

狗く

肉に
く

？
」
と
コ
ラ
ム
で
皮
肉
っ
た
と
こ
ろ

「
韓
国
の
食
文
化
を
冒ぼ

う

涜と
く

す
る
ク
ロ
ダ
妄

言
！
」と
な
っ
た
。

糾
弾
の
嵐
の
中
で
、
愛
国
青
年
た
ち
が

街
頭
で
通
行
人
に
ビ
ビ
ン
バ
を
ふ
る
ま
う

〝
ビ
ビ
ン
バ
・
デ
モ
〟ま
で
あ
っ
た
。メ
デ
ィ

ア
に
は
ク
ロ
ダ
批
判
の
ビ
ビ
ン
バ
礼
賛
論

が
あ
ふ
れ
、
逆
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
寄
与

す
る
結
果
に
な
っ
た
の
だ
が
。

ソ
ウ
ル
駐
在
40
年
超
。
歴
史
認
識
に
か

ら
む
ク
ロ
ダ
糾
弾
か
ら
テ
ロ
予
告
や
、
そ

れ
に
伴
う
警
察
に
よ
る
身
辺
警
護
、
脅
迫

的
な
妙
な
薬
物
郵
送
、
支
局
へ
の
押
し
か

け
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か

し「
花
も
嵐
も
踏
み
越
え
て
」で
あ
る
。

今
回
は「
花
」は
省
い
た
が
、
日
韓
の
特

殊
関
係
か
ら
く
る
こ
う
し
た
刺
激
は
在
韓

記
者
の
冥
利
と
い
っ
て
い
い
。
韓
国
は
最

大
の
反
日
国
で
実
は
最
大
の
親
日
国
で
も

あ
る
。
だ
か
ら
長
居
が
で
き
る
。

材
活
動
の
一
環
と
し
て
理
解
と
善
処
」を

訴
え
た
が
、
こ
れ
も
効
果
は
な
か
っ
た
。

◆
政
治
的
誇
示
と
し
て
見
せ
し
め

こ
の
過
程
で
外
国
人
記
者
の
逮
捕
・
起

訴
と
い
う
異
例
の
強
硬
策
の
背
景
が
分
か

っ
た
。
当
時
、
ス
タ
ー
ト
直
後
の
金
泳
三

政
権
は
、
民
主
化
で
軍
人
政
権
が
終
わ
り

「
初
め
て
の
文
民
政
権
」を
看
板
に
し
て

い
た
。「
ど
こ
に
も
恥
じ
な
い
毅
然
か
つ

堂
々
と
し
た
政
権
」を
内
外
に
誇
示
し
よ

う
と
し
て
い
た
。「
日
本
何
す
る
も
の

ぞ
！
」「
厳
正
な
法
執
行
を
！
」と
い
う
雰

囲
気
だ
っ
た
。

外
国
人
記
者
に
取
材
過
程
で
違
法
行
為

の
疑
い
が
あ
っ
た
と
し
て
、
自
由
民
主
主

義
国
同
士
な
ら
通
常
は
国
外
追
放
程
度
だ

ろ
う
。
逮
捕
・
裁
判
に
は
な
ら
な
い
。
あ

の
事
件
は
金
泳
三
政
権
の
威
信
誇
示
と
い

う
、
と
く
に
国
内
世
論
向
け
の
政
治
的
演

出
と
し
て〝
見
せ
し
め
〟だ
っ
た
。

同
じ
く
民
主
化
政
権
だ
っ
た
次
の
金キ

ム

大デ

中ジ
ュ
ン

政
権（
１
９
９
８
―
２
０
０
３
年
）で

は
、今
度
は
産
経
新
聞
が
標
的
に
な
っ
た
。

日
本
の
保
守
派
の「
新
し
い
中
学
歴
史

教
科
書
」（
扶
桑
社
版
）の
検
定
合
格
を
非

難
す
る
反
日
の
噴
出
で
あ
る
。
出
版
社
が

産
経
新
聞
の
系
列
と
い
う
こ
と
で
激
し
い

攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
際
、
金

大
中
大
統
領
の
側
近
だ
っ
た
金キ

ム

景ギ
ョ
ン

梓ジ
ェ

議
員

は
、
国
会
の
質
問
で「
産
経
新
聞
ソ
ウ
ル
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ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ

ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
日
本
時
間
２
月
23
日

の
朝
に
閉
幕
し
た
。
時

差
の
関
係
で
多
く
の
ラ

イ
ブ
観
戦
は
深
夜
・
早

朝
と
な
っ
た
が
、
４
年
に
１
回
、
世
界

中
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
達
が
躍

動
す
る
姿
を
、
無
料
放
送
・
配
信
で

連
日
視
聴
で
き
る
機
会
は
貴
重
だ
。

冬
季
競
技
に
日
頃
あ
ま
り
接
す
る
こ

と
が
な
い
方
々
に
も
、
ふ
と
し
た
視

聴
で
現
地
の
興
奮
と
感
動
が
伝
わ

り
、
競
技
の
魅
力
が
一
段
と
広
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
こ
の
原
稿
が
会
報
に
掲

載
さ
れ
る
の
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク（
Ｗ
Ｂ
Ｃ
）

が
佳
境
を
迎
え
て
い
る
頃
だ
ろ
う
。

我
が
家
は
現
役
草
野
球
選
手
の
私
を

筆
頭
に
、
中
２
の
息
子（
野
球
部
所

属
）、
高
２
の
娘（
楽
天
・
宗
山
塁

選
手
イ
チ
推
し
）、
妻（
池
山
隆
寛
監

督
が
現
役
で
活
躍
し
て
い
た
頃
の
ヤ
ク

ル
ト
フ
ァ
ン
）と
、
家
族
全
員
が
大
の

野
球
好
き
で
、
前
回
大
会
の
侍
ジ
ャ
パ

ン
の
活
躍
に
熱
狂
し
、
今
大
会
も
大
い

に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

大
会
は
映
像
で
の
試
合
中
継
が
有
料
配

信
の
み
と
な
っ
た
。
野
球
フ
ァ
ン
の
み

な
ら
ず
、
前
回
大
会
を
機
に
野
球
に
興

味
を
持
た
れ
た
方
々
は
、
今
、
ど
の
よ

う
な
思
い
で
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
接
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。

日
本
が
優
勝
し
た
前
回
大
会
の
準
決

勝
・
決
勝
の
テ
レ
ビ
中
継
は
、
平
日
午

前
帯
に
も
か
か
わ
ら
ず
40
％
以
上
の

視
聴
率
と
な
り
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
は
も
は
や

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
匹
敵
す
る
国
民
的

な
イ
ベ
ン
ト
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。
昨
今
、権
料
の
高
騰
を
背
景
に
、

特
定
の
配
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

大
型
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
デ
ィ
ア
権
を
独

占
す
る
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
な
い
が
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
側
面
を
優
先
す
る
あ
ま

り
、
視
聴
者
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て

は
い
な
い
か
。
偶
然
の
テ
レ
ビ
視
聴

を
通
じ
て
そ
の
競
技
に
関
心
を
持
つ

人
が
増
え
れ
ば
、
裾
野
が
広
が
り
競

技
文
化
の
発
展
を
促
し
、
ひ
い
て
は

地
域
社
会
や
経
済
面
の
活
性
化
も
期

待
で
き
る
。
イ
ベ
ン
ト
主
催
者
に
は
、

特
定
事
業
者
の
短
期
的
な
収
益
に
止
ま

ら
ず
、
社
会
全
体
へ
の
利
益
還
元
を
重

視
し
た
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
期
待
し
た

い
。日

本
民
間
放
送
連
盟
役
員
室
長

堀
口
　
由
多
可

スポーツ中継の灯よ

会報
委員から

記者ゼ ミ

土曜記者ゼミ
ＩＴ編⑧選挙のＳＮＳ分析
２.14 ／講師：読売新聞東京本社社会部�大重真弓、藤亮
平、同大阪本社社会部�増田尚浩、上萬俊弥／出席：会
場８人、ウェブ32人

選挙のＳＮＳ分析をテーマに読売新聞社の記者４
人が登壇した。
東京本社社会部ネット取材班は昨年６月の東京

都議選からＳＮＳ分析を中心にデータ報道を本格的
に開始。７月の参院選ではＸ（旧ツイッター）の
データを分析、公示１週間前から投開票日前日ま
での期間、「参院選」を含む全投稿のうち、政策
や争点に関する主な10ワードを設定、日別の投稿
数を調査した。その結果、選挙戦中盤に「外国人」
の投稿が急増したという。ユーチューブも分析し、
各政党の公式チャンネルが選挙期間中に投稿した
動画の再生回数を比較。参政党が圧倒的な数だっ
たことが分かった。
そのほか、参院選で躍進した参政党について、

静岡大・狩野研究室と連携したＳＮＳ分析、東京大
の鳥海不二夫教授（計算社会科学）によるＸの投稿
分析の実践例を報告した。� （事務局）
■会議報告
●第470回会報委員会（２. ２ 大会議室）
３月号の編集について協議した。

出席　榊原委員長、田中、森、高橋、成田、佐藤、
勝田、飯山、鴨下、辻の各委員。
●第582回会員資格委員会（２.18 大会議室）
新任の秌場聖治委員（TBＳテレビ報道局局長補
佐）があいさつをした。３月１日付入退会、入会
金免除期間の延長、定款と内規の一部変更、個人
D会員入会キャンペーン継続について審議し、理
事会に答申した。会員の入会拡大策に関しても協
議した。
出席　福島委員長、佐々木、清水、池澤、杉田、
秌場、中村、中本の各委員。
●第569回企画委員会（２.25 10階ホール&オンライン）
衆院選の党首討論会について担当委員が報告し
た後、今後のゲスト候補について議論した。
出席　菅野委員長、伊藤、行方、佐藤、澤田、橋
本、猪熊、奥村、辻本、乾、森田、内田、杉田、
小林、中村、森、山口、宮内、出川、山下、岩田、
萩原、小栗、石原、尾崎の各委員。
●第251回施設運営委員会（書面）
2025年４月〜 12月の事業収益を報告した。
●第738回理事会（書面）
①26年度も法人、個人D、法人賛助、特別賛助
の各会員に対して入会金免除措置適用を継続する
件、②会員の入退会（３月１日付）を承認した。
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：121社　⃝基本会員：694人　⃝個人会員：959人
⃝法人・個人賛助会員：54社・114人　⃝特別賛助会員：96人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：78人 計175社・1,952人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

新しい個人Ｄ会員

　執筆を続けながら、仲間と設立した
日本女性記者協会で女性記者の支援に
取り組んでいます。活動にご理解、ご
協力のほどお願い申し上げます。

小
こ

坂
さか

　佳
よし

子
こ １９９３年読売新聞社入社。秋田支
局長、ウェブメディア大手小町・発
言小町編集長、生活部長、イノベー
ション本部幹事などを経て２０２５年
４月退社。現在、ｎａｎａｍｅｉｓｍ代表
取締役、日本女性記者協会理事。

■訃報
　野上孝吉会員（朝日新聞社出身、９４歳）が２月２２
日に死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

　９階和食レストランとラウンジの夜営業（１７：
００ ～）で注文できる単品おつまみメニューが新し
くなりました。刺身３種盛り、天ぷら盛り合わせ、
牛ヒレ肉のステーキなどをご用意しています。ぜ
ひこの機会にご利用ください。

和食おつまみメニュー 一新しました

　賛助会員の皆さんの会費は「所得税額の特別
控除」の対象になっています。法人賛助会員の
会費は損金算入が可能で、特別賛助会員会費は
確定申告によって所得税、都民税の控除が受け
られます。申告の際は「税額控除に係る証明書」
が必要ですので、クラブのウェブサイトからダ
ウンロードしてください。

賛助会員の会費は寄付控除対象です

　ゴルフ会を下記のように開催します。先着順で
定員になり次第締め切ります。
日　時：４月１５日（水）午前９時２０分集合
コース：浦和ゴルフ倶楽部
スタート：ＩＮコース　１０時２分から３組
プレー費：１４，５００円（昼食代別 個人支払い）＊キ
ャディーはつきません
参加費（懇親会費、賞品代含む）：３，０００円
　ＪＲ埼京線またはＪＲ武蔵野線・武蔵浦和駅から
タクシーをご利用ください。所要時間は約１５分で
す。クラブバスの用意はありません。
　初参加も大歓迎です。お問い合わせ、お申し込
みは事務局の舘下（ｕｋｅｔｓｕｋｅ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３ 
－２７２１）までご連絡ください。

第１１７回ゴルフ会のご案内

　歓送迎会にはクラブの貸室とお得なプランをご
利用ください。お一人様３，３００円（税込み）で、生
ハムシーザーサラダ、チキングリル 和風ソース、
本日のスパゲッティなどお料理８品をご提供しま
す。５５０円の追加でアラスカ特製野菜カレー（ラ
イス付き）、１，６５０円を追加で飲み放題（２時間）を
お付けできます。別途、部屋代がかかります。予
約、お問い合わせはフロアマネジャーまで（電話：
０３－３５０３－２７２４）。

春の歓送迎会プラン　ご利用ください

　日本記者クラブのウェブサイトで貸室（９階小・
大会議室、会見場、１０階ホール）の空き状況を１
年先まで確認することができます。
　ウェブサイトのトップページ上部にある「施設
利用案内」から「空室確認」を選ぶと、各部屋の空
き状況が表示されます。カレンダーのアイコンで
日付を選択し、希望日をご確認ください。利用申
し込みは電話（０３－３５０３－２７２４）、またはラウンジの
受付でフロアマネジャーが承ります。

貸室空き状況はウェブサイトでご確認を

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　三月お献立（３/３１まで）
　先付前菜：ウド白煮、オレンジサーモン、花
見串：鶏丸、タコ、エビ　馬上杯：菜の花から
し浸し　椀盛り：ハマグリ真じょうなど　造り：
赤貝、花大根　焼き物：サワラ木の芽焼き 山桃
ゼリーのせ　蒸し物：帆立貝桜葉道明寺 銀あん
かけなど　食事：白魚卵とじそば　水菓子：あ
んみつ（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（３/３１まで）
　ホタルイカのサラダ仕立て、グリーンピースのク
リームスープ、牛フィレ肉のグリル 玉ねぎの和風
ソース、ブランマンジェ、コーヒーまたは紅茶、パ
ンとバター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９
階レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

■�『橙
とう

黄
こう

橘
きつ

緑
りょく

のころ～漢詩を楽しむ日々～』
 永森　治（ＮＨＫ出身）
古今の先人の名詩を味わう
　「切磋琢磨」「他山の石」の出典が
紀元前の詩経と知り驚く。「国破れ
て山河あり」「春眠暁を覚えず」「乾
坤一擲」「捲土重来」は唐代の詩に
由る。名言名句が今に息づく。
　昔の詩人の憶いも現代人の心情
と同じだ。自然を愛で人生の哀歓を
詠む。交友、送別、情愛、飲酒、笑える名詩もある。
　現存する多くの漢詩の名作、朗誦しても楽し
く人生の糧になる。門外漢の愚書が高知県出版
文化賞を受け冷や汗です。

マイBOOKマイPR

高知新聞総合印刷
私家本
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協力のほどお願い申し上げます。

小
こ

坂
さか

　佳
よし

子
こ １９９３年読売新聞社入社。秋田支
局長、ウェブメディア大手小町・発
言小町編集長、生活部長、イノベー
ション本部幹事などを経て２０２５年
４月退社。現在、ｎａｎａｍｅｉｓｍ代表
取締役、日本女性記者協会理事。

■訃報
　野上孝吉会員（朝日新聞社出身、９４歳）が２月２２
日に死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

　９階和食レストランとラウンジの夜営業（１７：
００ ～）で注文できる単品おつまみメニューが新し
くなりました。刺身３種盛り、天ぷら盛り合わせ、
牛ヒレ肉のステーキなどをご用意しています。ぜ
ひこの機会にご利用ください。

和食おつまみメニュー 一新しました

　賛助会員の皆さんの会費は「所得税額の特別
控除」の対象になっています。法人賛助会員の
会費は損金算入が可能で、特別賛助会員会費は
確定申告によって所得税、都民税の控除が受け
られます。申告の際は「税額控除に係る証明書」
が必要ですので、クラブのウェブサイトからダ
ウンロードしてください。

賛助会員の会費は寄付控除対象です

　ゴルフ会を下記のように開催します。先着順で
定員になり次第締め切ります。
日　時：４月１５日（水）午前９時２０分集合
コース：浦和ゴルフ倶楽部
スタート：ＩＮコース　１０時２分から３組
プレー費：１４，５００円（昼食代別 個人支払い）＊キ
ャディーはつきません
参加費（懇親会費、賞品代含む）：３，０００円
　ＪＲ埼京線またはＪＲ武蔵野線・武蔵浦和駅から
タクシーをご利用ください。所要時間は約１５分で
す。クラブバスの用意はありません。
　初参加も大歓迎です。お問い合わせ、お申し込
みは事務局の舘下（ｕｋｅｔｓｕｋｅ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３ 
－２７２１）までご連絡ください。

第１１７回ゴルフ会のご案内

　歓送迎会にはクラブの貸室とお得なプランをご
利用ください。お一人様３，３００円（税込み）で、生
ハムシーザーサラダ、チキングリル 和風ソース、
本日のスパゲッティなどお料理８品をご提供しま
す。５５０円の追加でアラスカ特製野菜カレー（ラ
イス付き）、１，６５０円を追加で飲み放題（２時間）を
お付けできます。別途、部屋代がかかります。予
約、お問い合わせはフロアマネジャーまで（電話：
０３－３５０３－２７２４）。

春の歓送迎会プラン　ご利用ください

　日本記者クラブのウェブサイトで貸室（９階小・
大会議室、会見場、１０階ホール）の空き状況を１
年先まで確認することができます。
　ウェブサイトのトップページ上部にある「施設
利用案内」から「空室確認」を選ぶと、各部屋の空
き状況が表示されます。カレンダーのアイコンで
日付を選択し、希望日をご確認ください。利用申
し込みは電話（０３－３５０３－２７２４）、またはラウンジの
受付でフロアマネジャーが承ります。

貸室空き状況はウェブサイトでご確認を

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　三月お献立（３/３１まで）
　先付前菜：ウド白煮、オレンジサーモン、花
見串：鶏丸、タコ、エビ　馬上杯：菜の花から
し浸し　椀盛り：ハマグリ真じょうなど　造り：
赤貝、花大根　焼き物：サワラ木の芽焼き 山桃
ゼリーのせ　蒸し物：帆立貝桜葉道明寺 銀あん
かけなど　食事：白魚卵とじそば　水菓子：あ
んみつ（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（３/３１まで）
　ホタルイカのサラダ仕立て、グリーンピースのク
リームスープ、牛フィレ肉のグリル 玉ねぎの和風
ソース、ブランマンジェ、コーヒーまたは紅茶、パ
ンとバター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９
階レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

■�『橙
とう

黄
こう

橘
きつ

緑
りょく

のころ～漢詩を楽しむ日々～』
 永森　治（ＮＨＫ出身）
古今の先人の名詩を味わう
　「切磋琢磨」「他山の石」の出典が
紀元前の詩経と知り驚く。「国破れ
て山河あり」「春眠暁を覚えず」「乾
坤一擲」「捲土重来」は唐代の詩に
由る。名言名句が今に息づく。
　昔の詩人の憶いも現代人の心情
と同じだ。自然を愛で人生の哀歓を
詠む。交友、送別、情愛、飲酒、笑える名詩もある。
　現存する多くの漢詩の名作、朗誦しても楽し
く人生の糧になる。門外漢の愚書が高知県出版
文化賞を受け冷や汗です。

マイBOOKマイPR

高知新聞総合印刷
私家本
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撮影：手
て

塚
づか

　耕
こう

一
いち

郎
ろう

（毎日新聞社写真映像報道部）

大みそかの早朝に、都心の空に弧を描く国際宇宙ステーションの光跡＝２０２５年１２月３１日、ＪＲ東京駅前（魚眼レンズ使用、
２秒露光で連続して撮影した１１２枚の画像を重ねて、より明るいデータを利用して合成する比較明合成という手法を用いた）

写 真 回 廊

　
冬
の
夜
明
け
。
ま
だ
暗
い
空
を
見
上
げ
て
写
真
を
撮
る
。
そ
こ
に
は

宇
宙
船
の
軌
跡
が
見
え
る
。
ロ
マ
ン
だ
。

　
古
今
東
西
、夜
明
け
は
人
々
の
感
情
を
刺
激
す
る
。
清
少
納
言
は「
春

は
あ
け
ぼ
の
」と
筆
を
運
び
、
ユ
ー
ミ
ン
に
は
そ
の
時
降
る
雨
が「
ミ

ル
ク
色
」に
見
え
た
。
希
望
の
比
喩
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。
キ
ン
グ
牧

師
は
奴
隷
解
放
宣
言
を「
喜
び
に
満
ち
た
夜
明
け
」と
表
現
。
肩
を
組

ん
で
歌
っ
た「
友
よ
」を
思
い
だ
す
同
輩
も
多
か
ろ
う
。

　
私
に
と
っ
て
、
夜
明
け
は
イ
ン
ク
と
紙
の
匂
い
に
結
び
つ
く
。

　
中
学
生
の
こ
ろ
新
聞
配
達
を
し
て
い
た
。
読
売
新
聞
朝
刊
を
２
０
０

部
。
午
前
４
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
う
。
販
売
店
に
着
く
と
紙
面
を
ペ
ー

ジ
順
に
組
み
、広
告
の
チ
ラ
シ
を
指
で
ス
ラ
イ
ス
さ
せ
て
挟
ん
で
い
く
。

出
来
上
が
っ
た
新
聞
を
自
転
車
の
前
と
後
ろ
に
積
む
。
前
の
籠
に
は
半

円
を
作
っ
た
束
を
交
互
に
重
ね
て
高
い
山
を
築
く
。
育
ち
盛
り
と
は
い

え
、
１０
代
の
華
奢
な
体
に
朝
刊
２
０
０
部
は
重
い
。
高
円
寺
駅
近
く
の

坂
の
多
い
街
を
懸
命
に
配
っ
て
歩
い
た
。

　
ネ
ッ
ト
も
ス
マ
ホ
も
な
い
時
代
。
玄
関
前
で
体
操
を
し
な
が
ら
新
聞

を
待
っ
て
い
る
オ
ジ
サ
ン
が
い
た
。「
ご
苦
労
さ
ん
」な
ど
と
言
い
な

が
ら
、
そ
の
場
で
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
み
始
め
る
。
ア
パ
ー
ト
に
帰
っ

て
き
た
女
性
に
新
聞
を
渡
す
こ
と
も
。
教
室
で
嗅
い
だ
こ
と
が
な
い
香

水
が
鼻
孔
を
刺
激
し
た
の
は
新
宿
あ
た
り
か
ら
の
朝
帰
り
だ
っ
た
の

か
。
販
売
店
の
先
輩
は
ひ
と
し
き
り
機
動
隊
と
対た

い

峙じ

し
た
自
慢
話
を
し

た
あ
と
タ
バ
コ
を
勧
め
て
き
た
。「
お
前
も
吸
え
よ
」と
。

　
今
、
新
聞
少
年
が
激
減
し
て
い
る
。
日
本
新
聞
協
会
の
調
べ
に
よ
る

と
、２
０
０
１
年
に
全
国
で
３
万
７
千
人
い
た
１８
歳
未
満
の
配
達
員
は
、

２５
年
に
は
２
８
２
人
と
な
っ
た
。
原
因
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
な
ら
コ
ン
ビ
ニ
が
楽
と
い
う
こ
と
か
。

　
で
も
夜
明
け
の
街
を
駆
け
回
る
の
も
悪
く
な
い
。
宇
宙
船
の
軌
跡
は

見
え
な
か
っ
た
が
、
社
会
は
見
え
た
。

�

（
時
事
通
信
社
出
身
　
軽
部
　
謙
介
）

夜
明
け
に
見
え
た
も
の

（）




